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近
代
日
本
研
究
第
三
十
八
巻
（
二
〇
二
一
年
度
）

特
集

学
校
史
の
展
示
と
そ
の
展
開

九
州
大
学
大
学
文
書
館
に
お
け
る
展
示
活
動
と
自
校
史
常
設
展
示
の
開
始

藤
岡
健
太
郎

中

村

江

里

赤

司

友

徳

は
じ
め
に

本
稿
は
、
九
州
大
学
大
学
文
書
館
が
こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た
展
示
活
動
に
つ
い
て
振
り
返
っ
た
上
で
、
二
〇
二
一
年
度
よ
り
開

始
し
た
九
州
大
学
の
自
校
史
常
設
展
示
に
つ
い
て
紹
介
す
る
も
の
で
あ
る
。

は
じ
め
に
九
州
大
学
大
学
文
書
館
に
つ
い
て
簡
単
に
説
明
し
て
お
き
た
い
。
九
州
大
学
（
九
大
）
で
は
一
九
八
五
年
に
九
州
大

学
七
十
五
年
史
編
集
室
を
設
置
し
、
一
九
九
二
年
ま
で
に
『
九
州
大
学
七
十
五
年
史
』
全
四
巻
と
写
真
集
を
刊
行
し
た
。
編
集
作
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業
を
終
え
た
一
九
九
二
年
、
編
集
室
で
収
集
し
た
資
料
の
保
存
と
活
用
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
大
学
史
料
室
が
設
置
さ
れ

た
。
大
学
史
料
室
は
二
〇
〇
五
年
に
大
学
文
書
館
に
改
組
さ
れ
、
二
〇
一
一
年
「
公
文
書
等
の
管
理
に
関
す
る
法
律
」（
公
文
書

管
理
法
）
の
施
行
に
と
も
な
い
、
同
法
に
基
づ
く
「
国
立
公
文
書
館
等
」
の
施
設
と
し
て
、
内
閣
総
理
大
臣
の
指
定
を
受
（
1
）

け
た
。

当
館
は
本
学
の
学
内
共
同
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
の
一
つ
と
し
て
、
公
文
書
管
理
法
お
よ
び
九
州
大
学
法
人
文
書
管
理
規
程
に
基

づ
き
、
保
存
期
間
が
満
了
し
た
法
人
文
書
の
評
価
・
選
別
を
行
い
、
保
存
す
べ
き
文
書
の
移
管
を
受
け
、
そ
れ
ら
を
特
定
歴
史
公

文
書
と
し
て
保
存
・
公
開
す
る
こ
と
を
主
た
る
業
務
と
し
、
加
え
て
退
職
教
員
や
卒
業
生
等
か
ら
資
料
の
寄
贈
を
受
け
て
そ
れ
を

保
存
・
公
開
す
る
こ
と
も
行
っ
て
い
る
。
ま
た
こ
の
ほ
か
、
大
学
史
な
ど
の
調
査
研
究
を
行
い
、
本
学
の
基
幹
教
育
や
大
学
院
統

合
新
領
域
学
府
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
専
攻
の
教
育
に
も
携
わ
っ
て
い
る
。
特
に
基
幹
教
育
に
つ
い
て
は
「
大
学
と
は
何

か
」「
九
州
大
学
の
歴
史
」
の
授
業
を
行
っ
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
自
校
史
教
育
は
国
立
大
学
と
し
て
は
九
大
が
初
め
て
行
っ
た

も
の
で
（
2
）

あ
る
。

施
設
と
し
て
は
九
大
箱
崎
サ
テ
ラ
イ
ト
内
の
旧
工
学
部
本
館
と
旧
本
部
第
一
庁
舎
内
に
事
務
室
・
教
員
室
・
書
庫
等
を
設
け
て

い
る
が
、
常
設
の
展
示
室
は
こ
れ
ま
で
も
っ
て
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
後
述
す
る
よ
う
に
様
々
な
機
会
に
企
画
展
示
を

行
っ
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
企
画
展
示
は
、
当
館
の
資
料
収
集
活
動
お
よ
び
研
究
活
動
の
成
果
で
あ
る
と
と
も
に
、
自
校
史
教
育
と

も
連
動
す
る
も
の
で
も
あ
っ
た
。
そ
し
て
二
〇
二
一
年
度
よ
り
自
校
史
常
設
展
示
「
常
設
展

九
州
大
学
の
歴
史
」
を
開
始
し

た
。
本
稿
で
は
こ
う
し
た
展
示
活
動
の
経
緯
・
内
容
等
を
紹
介
す
る
こ
と
で
、
大
学
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
が
展
示
活
動
を
行
う
こ
と
の

意
義
を
示
し
た
い
。

な
お
、
以
下
に
述
べ
る
よ
う
な
諸
事
情
に
よ
り
、
本
稿
脱
稿
時
点
に
お
い
て
は
ま
だ
「
常
設
展

九
州
大
学
の
歴
史
」
を
全
面

的
に
は
開
始
し
て
い
な
い
。
寄
稿
依
頼
を
受
け
た
時
点
で
は
脱
稿
ま
で
に
開
始
で
き
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
結
果
的
に
間
に
合
わ
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な
い
こ
と
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
た
め
本
稿
は
中
途
半
端
な
内
容
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
お
詫
び
す
る
と
と
も
に
、
こ
の
点

に
つ
き
注
意
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

一

九
州
大
学
大
学
文
書
館
に
お
け
る
展
示
活
動

（
1
）
目
的
・
業
務
上
に
お
け
る
展
示
の
位
置
づ
け

九
州
大
学
大
学
文
書
館
に
お
け
る
普
及
事
業
の
特
徴
は
、
七
十
五
年
史
編
集
室
設
置
以
来
、
長
ら
く
収
集
・
保
存
し
て
き
た
資

料
と
大
学
文
書
館
設
置
に
至
る
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
と
し
て
の
組
織
体
制
の
確
立
を
柱
に
歴
史
学
的
手
法
に
よ
る
自
校
史
を
打
ち
立
て

た
こ
と
、
そ
の
自
校
史
を
も
と
に
教
育
と
展
示
を
展
開
し
て
き
た
こ
と
に
あ
る
。

ま
ず
は
当
館
の
展
示
業
務
に
関
わ
る
規
則
を
お
さ
え
た
上
で
、
こ
れ
ま
で
の
展
示
会
の
背
景
と
展
開
に
つ
い
て
説
明
し
た
い
。

「
は
じ
め
に
」
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
二
〇
〇
五
年
四
月
、
九
州
大
学
大
学
史
料
室
を
改
組
し
、
九
州
大
学
大
学
文
書
館
が
発

足
し
た
。「
九
州
大
学
大
学
文
書
館
規
則
」
は
、
大
学
文
書
館
の
目
的
と
業
務
を
次
の
よ
う
に
定
め
た
。

九
大
に
関
わ
る
法
人
文
書
等
の
資
料
を
収
集
、
整
理
、
保
存
し
、
大
学
お
よ
び
大
学
の
歴
史
に
関
す
る
調
査
研
究
を
行
う
と
と

も
に
、
そ
の
資
料
を
学
生
、
職
員
そ
の
他
一
般
の
利
用
に
供
す
る
こ
と

①
資
料
の
収
集
、
整
理
保
存
に
関
す
る
こ
と

②
資
料
の
調
査
・
研
究
に
関
す
る
こ
と

③
資
料
の
活
用
に
関
す
る
こ
と

④
そ
の
他
大
学
資
料
に
関
す
る
こ
と

九州大学大学文書館における展示活動と自校史常設展示の開始
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後
述
の
と
お
り
、
当
館
は
二
〇
〇
五
年
頃
か
ら
「
資
料
の
活
用
」
に
関
す
る
事
業
と
し
て
、
展
示
会
活
動
を
盛
ん
に
展
開
す
る

こ
と
と
な
っ
た
。

展
示
業
務
に
関
す
る
規
則
で
は
、
当
館
が
「
国
立
公
文
書
館
等
」
の
指
定
を
受
け
た
こ
と
も
転
機
の
一
つ
で
あ
る
。
二
〇
一
一

年
公
文
書
管
理
法
の
施
行
に
と
も
な
い
、
当
館
は
内
閣
府
か
ら
「
国
立
公
文
書
館
等
」
の
指
定
を
受
け
た
。
国
立
公
文
書
館
と
同

等
の
施
設
に
な
り
、
そ
れ
ま
で
に
収
集
し
た
資
料
の
中
か
ら
特
に
貴
重
な
も
の
を
「
特
定
歴
史
公
文
書
等
」
と
し
た
こ
と
で
、
あ

ら
た
に
規
程
を
設
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。
公
文
書
管
理
法
に
お
い
て
、
展
示
に
関
わ
る
「
利
用
の
促
進
」
の
規
定
は
、
第
二
三
条

に
「
国
立
公
文
書
館
等
の
長
は
、
特
定
歴
史
公
文
書
等
（
第
十
六
条
の
規
定
に
よ
り
利
用
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
に
限
る
）

に
つ
い
て
、
展
示
そ
の
他
の
方
法
に
よ
り
積
極
的
に
一
般
の
利
用
に
供
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
な
っ
て
い
る
。

当
館
も
「
国
立
公
文
書
館
等
」
に
な
っ
た
こ
と
を
受
け
、「
九
州
大
学
大
学
文
書
館
に
お
け
る
特
定
歴
史
公
文
書
等
の
利
用
等

に
関
す
る
規（
3
）

程
」（
以
下
、
規
程
）
を
設
け
た
。
同
じ
く
第
二
三
条
に
「
文
書
館
は
、
年
度
ご
と
に
計
画
を
定
め
た
上
で
、
展
示

会
の
開
催
、
館
内
の
見
学
会
そ
の
他
の
取
組
を
行
い
、
特
定
歴
史
公
文
書
等
の
利
用
の
促
進
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
定

め
、
当
館
は
明
確
に
「
展
示
会
の
開
催
」
を
業
務
に
据
え
た
の
で
あ
る
。

続
い
て
、
当
館
が
積
極
的
に
展
示
会
を
行
っ
た
背
景
を
明
ら
か
に
し
つ
つ
、
当
館
の
展
示
事
業
の
特
徴
を
論
じ
た
い
。

第
一
に
、
展
示
会
を
必
要
と
し
た
理
由
に
は
、
単
に
大
学
文
書
館
が
発
足
し
て
従
来
の
大
学
史
料
室
よ
り
も
組
織
規
模
と
活
動

内
容
が
拡
大
し
た
こ
と
の
ほ
か
、
九
大
の
キ
ャ
ン
パ
ス
統
合
移
転
事
業
が
大
き
く
関
わ
る
。
一
九
一
一
年
の
九
州
帝
国
大
学
創
立

以
来
、
約
百
年
の
あ
い
だ
箱
崎
地
区
に
あ
っ
た
工
学
部
は
、
二
〇
〇
五
年
一
〇
月
に
第
一
陣
が
同
地
を
離
れ
、
新
キ
ャ
ン
パ
ス
の

伊
都
地
区
へ
と
移
転
し
た
。
ま
た
旧
教
養
部
の
前
身
に
あ
た
る
旧
制
福
岡
高
等
学
校
が
置
か
れ
て
い
た
六
本
松
キ
ャ
ン
パ
ス
は
二

〇
〇
九
年
九
月
に
閉
校
し
た
。
キ
ャ
ン
パ
ス
の
統
合
移
転
事
業
が
本
格
化
し
始
め
た
頃
、
学
内
外
に
お
い
て
自
ら
の
ア
イ
デ
ン
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テ
ィ
テ
ィ
を
問
い
直
し
、
思
い
出
の
地
を
懐
か
し
む
声
が
次
第
に
高
ま
っ
て
い
く
。

こ
れ
ら
の
声
に
応
え
る
べ
く
始
ま
っ
た
の
が
、
写
真
資
料
を
活
用
し
た
展
示
会
で
あ
っ
た
。
専
用
の
展
示
室
を
有
し
て
い
な

か
っ
た
た
め
、
館
外
施
設
で
開
催
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
小
回
り
が
利
く
よ
う
に
写
真
パ
ネ
ル
を
用
い
た
小
規
模
の
展
示
会
を

行
っ
た
。
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
（
現
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
）
や
大
学
祭
等
、
学
内
関
係
者
の
ほ
か
、
卒
業
生
や
地

域
社
会
の
人
び
と
が
多
数
訪
れ
る
機
会
ご
と
に
企
画
さ
れ
、
結
果
的
に
学
内
の
多
く
の
人
が
九
大
の
歴
史
や
建
造
物
、
風
景
に
つ

い
て
あ
ら
た
め
て
知
る
き
っ
か
け
を
作
っ
た
。
視
覚
に
訴
え
、
郷
愁
を
呼
び
起
こ
し
た
写
真
展
は
耳
目
を
集
め
、
卒
業
生
を
中
心

に
各
地
で
の
開
催
が
求
め
ら
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
外
部
で
の
展
示
は
当
館
と
大
学
本
部
や
他
の
キ
ャ
ン
パ
ス
と
の
連
携
を
密
に

し
、
ま
た
卒
業
生
や
地
域
社
会
と
の
接
点
を
持
つ
に
至
ら
し
め
た
。

も
ち
ろ
ん
、
こ
の
よ
う
な
写
真
展
を
可
能
に
し
た
の
も
、
厖
大
な
写
真
資
料
に
裏
付
け
ら
れ
て
の
こ
と
で
あ
る
。
七
十
五
年
史

編
集
事
業
の
頃
か
ら
写
真
資
料
を
収
集
し
て
い
た
こ
と
に
加
え
、
新
キ
ャ
ン
パ
ス
の
土
地
造
成
計
画
が
決
定
し
た
一
九
九
八
年
頃

か
ら
移
転
に
向
け
た
大
学
の
「
現
況
」
を
写
真
と
映
像
で
記
録
す
る
活
動
を
開
始
し
た
。
ま
た
二
〇
〇
三
年
以
降
、
プ
ロ
の
カ
メ

ラ
マ
ン
を
雇
用
し
て
「
九
州
大
学
『
記
憶
の
保
存
』
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」「
九
州
大
学
『
伊
都
』
記
憶
創
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
等
に

発
展
し
た
。
こ
う
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
間
に
、
元
職
員
や
技
官
か
ら
病
院
地
区
を
中
心
と
す
る
写
真
や
ネ
ガ
の
提
供
も
受
け
る

よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
当
館
は
九
州
大
学
の
過
去
か
ら
現
在
に
至
る
写
真
資
料
を
約
二
〇
年
間
で
約
一
五
万
コ
マ
所

蔵
す
る
に
至
っ
た
。

館
外
で
の
展
示
会
は
も
う
一
つ
の
福
音
を
も
た
ら
し
た
。
附
属
図
書
館
の
展
示
ス
ペ
ー
ス
を
借
用
し
た
り
、
総
合
研
究
博
物
館

や
医
学
歴
史
館
と
の
共
催
事
業
に
よ
っ
て
展
示
会
場
を
確
保
し
た
り
し
た
こ
と
が
、
図
ら
ず
も
学
内
の
資
料
保
存
利
用
機
関
で
あ

る
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
・
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
（
Ｍ
Ｌ
Ａ
）
の
連
携
を
強
化
せ
し
め
た
の
で
あ
る
。

九州大学大学文書館における展示活動と自校史常設展示の開始
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当
館
が
積
極
的
に
展
示
会
を
行
っ
た
背
景
と
し
て
、
第
二
に
、
長
年
に
わ
た
っ
て
力
を
注
い
で
き
た
自
校
史
の
確
立
と
そ
れ
に

よ
る
自
校
史
教
育
が
あ
る
。
資
料
収
集
の
蓄
積
が
あ
り
、
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
が
組
織
的
・
制
度
的
に
確
立
し
、
ま
た
専
任
教
員
と
ス

タ
ッ
フ
に
よ
る
資
料
の
調
査
分
析
等
を
行
う
研
究
体
制
が
整
っ
た
か
ら
こ
そ
、
教
育
や
展
示
会
等
へ
の
活
用
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
。
展
示
会
の
動
機
と
な
り
、
こ
れ
を
支
え
た
も
の
は
、
キ
ャ
ン
パ
ス
統
合
移
転
事
業
や
百
周
年
記
念
事
業
を
契
機
と
す
る

母
校
の
歴
史
へ
の
注
目
や
自
校
へ
の
帰
属
意
識
な
ど
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
問
題
で
あ
っ
た
。

ま
た
展
示
会
は
、
そ
れ
単
体
で
完
結
し
た
も
の
で
は
な
く
、
自
校
史
教
育
と
連
動
し
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。

自
校
史
授
業
の
際
に
は
、
一
度
は
キ
ャ
ン
パ
ス
見
学
と
展
示
会
の
観
覧
を
組
み
込
み
、
決
し
て
孤
立
し
た
企
画
に
な
ら
な
い
よ
う

に
努
め
た
。

以
上
の
よ
う
に
、
当
館
に
お
け
る
事
業
の
特
徴
は
、
自
校
史
（
教
育
事
業
）
と
展
示
（
普
及
事
業
）
と
が
両
輪
と
な
り
、
こ
こ

に
統
合
移
転
事
業
や
百
周
年
記
念
事
業
な
ど
を
契
機
と
す
る
母
校
へ
の
帰
属
意
識
の
高
ま
り
が
推
進
力
に
な
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら

れ
よ
う
。

（
2
）
展
示
会
の
履
歴

続
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
展
示
会
実
績
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。
詳
し
く
は
後
掲
表
1
で
示
し
た
が
、
二
〇
〇
五
年
以
降
に
五
五
回

実
施
し
た
。
な
お
当
館
が
「
国
立
公
文
書
館
等
」
の
指
定
を
受
け
て
か
ら
総
務
省
に
実
績
報
告
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、
二

〇
一
一
年
か
ら
は
入
場
者
数
を
数
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

す
べ
て
は
紹
介
で
き
な
い
た
め
、
当
館
に
と
っ
て
重
要
で
あ
っ
た
企
画
を
い
く
つ
か
概
観
す
る
。

当
館
は
二
〇
〇
五
年
三
月
の
「
旧
制
福
岡
高
等
学
校
展
」
を
皮
切
り
に
、
積
極
的
に
展
示
会
を
開
催
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
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の
展
示
会
は
大
学
文
書
館
発
足
を
記
念
し
て
企
画
さ
れ
、
旧
制
福
岡
高
校
同
窓
会
青
陵
会
と
の
共
催
に
よ
り
旧
教
養
部
が
引
き
継

い
だ
旧
制
福
岡
高
等
学
校
の
事
務
文
書
と
写
真
パ
ネ
ル
を
陳
列
し
た
。
こ
の
展
示
会
は
好
評
を
博
し
、
当
館
の
教
職
員
に
ア
ー
カ

イ
ブ
ズ
が
展
示
会
を
行
う
こ
と
の
社
会
的
意
義
や
普
及
事
業
と
し
て
の
威
力
を
あ
ら
た
め
て
認
識
さ
せ
た
。

繰
り
返
し
に
な
る
が
、
当
館
は
展
示
会
を
行
え
る
専
用
の
ス
ペ
ー
ス
を
持
た
な
か
っ
た
こ
と
や
九
大
が
複
数
の
キ
ャ
ン
パ
ス
に

跨
が
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
必
然
的
に
学
内
外
の
施
設
で
行
う
出
張
展
示
会
の
機
会
を
多
く
し
た
。
そ
の
内
容
は
、
厖
大
な
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
を
背
景
と
し
た
小
回
り
の
き
く
写
真
（
パ
ネ
ル
）
展
が
大
半
を
占
め
た
。
五
十
年
史
の
編
纂
以
来
、
写
真
資
料
を
大
量

に
収
集
し
て
き
た
こ
と
、
本
学
が
分
散
型
の
キ
ャ
ン
パ
ス
で
あ
っ
た
こ
と
も
大
き
な
理
由
で
あ
る
。
九
州
大
学
は
箱
崎
地
区
、
六

本
松
地
区
、
馬
出
地
区
、
筑
紫
地
区
に
キ
ャ
ン
パ
ス
が
分
散
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
簡
便
に
設
営
で
き
る
上
に
視
覚
に
訴
え
や
す

い
写
真
展
が
重
用
さ
れ
た
。

工
学
系
が
移
転
を
完
了
し
た
二
〇
〇
八
年
頃
か
ら
は
箱
崎
地
区
と
新
キ
ャ
ン
パ
ス
の
伊
都
地
区
に
関
す
る
写
真
展
を
、
六
本
松

（
4
）

地
区
が
閉
校
を
迎
え
た
前
後
に
は
同
地
区
に
関
す
る
写
真
展
を
そ
れ
ぞ
れ
行
っ
た
。
こ
れ
ら
の
写
真
展
は
卒
業
生
や
地
域
住
民
を

受
け
入
れ
る
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
や
大
学
祭
、
創
立
記
念
日
等
の
機
会
に
毎
年
開
催
さ
れ
た
。
写
真
資
料
に

加
え
、
二
〇
一
一
年
三
月
に
は
六
本
松
地
区
の
、
二
〇
一
三
年
三
月
に
は
箱
崎
地
区
の
キ
ャ
ン
パ
ス
模
型
を
作
成
し
、
写
真
パ
ネ

ル
と
と
も
に
展
示
す
る
よ
う
に
な
（
5
）

っ
た
。
上
記
の
イ
ベ
ン
ト
時
に
は
多
く
の
卒
業
生
や
学
内
関
係
者
が
こ
う
し
た
模
型
を
取
り
囲

み
、
往
時
を
懐
か
し
ん
で
盛
り
上
が
っ
た
。

附
属
図
書
館
、
総
合
研
究
博
物
館
等
と
の
共
催
も
当
館
事
業
を
特
徴
付
け
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
多
岐
に
わ
た
る
が
、

例
え
ば
、
附
属
図
書
館
と
は
「
シ
リ
ー
ズ
展
示
・
箱
崎
キ
ャ
ン
パ
ス
の
近
代
建
築
」「
九
大
キ
ャ
ン
パ
ス
の
風
景
―
―
桂
木
勝
彦

写
真
展
―
―
」（
二
〇
一
三
年
）
等
を
共
催
し
た
。
総
合
研
究
博
物
館
と
は
「
写
真
で
み
る
九
大
百
年
―
―
箱
崎
馬
出
物
語
―
―
」

九州大学大学文書館における展示活動と自校史常設展示の開始
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表
1
九
州
大
学
大
学
文
書
館
に
お
け
る
展
示
会

入
場
者
数

―――――――――――

8050
34,000
300
450
519
4,010
300

250

180
150
220
300
200
200
100

開
催
期
間

2005年
3
月

2005年
5
月

2005年
9
月

2005年
10月

2005年
12月

2006年
7
月
18日

～
8
月
10日

2006年
12月

3
日

2007年
11月

23日
～
25日

2008年
8
月
20日

～
22日

2008年
11月

22日
2009年

11月
21日

2011年
8
月
27日

2011年
10月

1
日

2011年
11月

15日
～
12月

18日
2011年

11月
19日

2012年
5
月
12日

2012年
5
月
15日

～
22日

2012年
5
月
25日

～
31日

2012年
10月

20日

2013年
5
月
9
日
～
6
月
30日

2013年
7
月
1
日
～
8
月
31日

2013年
9
月
4
日
～
10月

31日
2013年

12月
6
日
～
2014年

1
月
31日

2013年
8
月
2
日
～
10月

31日
2013年

10月
25日
、11月

1日
、5日

、8日
2014年

4
月
1
日
～
5
月
12日

2014年
9
月
6
日

区
分

外
部
展
示
、

共
催

外
部
展
示

特
別
展

（
箱
崎
地
区
）

特
別
展

（
伊
都
地
区
）

外
部
展
示

特
別
展
、

外
部
展
示

外
部
展
示

外
部
展
示

外
部
展
示

外
部
展
示

外
部
展
示

外
部
展
示

外
部
展
示

外
部
展
示

外
部
展
示

外
部
展
示

外
部
展
示

外
部
展
示

外
部
展
示

特
別
展

特
別
展

特
別
展

特
別
展

特
別
展

特
別
展

特
別
展

常
設
展

展
示
会
名

旧
制
福
岡
高
等
学
校
展

「
九
州
大
学
の
歩
み
―
―
創
設
か
ら
伊
都
キ
ャ
ン
パ
ス
誕
生
ま
で
―
―
」
展

九
大
の
歴
史
を
た
ど
る
写
真
展

九
大
の
歴
史
を
た
ど
る
写
真
展

九
州
大
学
箱
崎
地
区
、
病
院
地
区
の
写
真
展

第
6
代
総
長
荒
川
文
六
展
（
中
央
図
書
館
2
階
常
設
展
示
コ
ー
ナ
ー
）

九
州
大
学
の
歩
み
写
真
展
（
九
州
大
学
六
本
松
キ
ャ
ン
パ
ス
学
生
会
館
第
二
食
堂
）

九
州
大
学
の
歩
み
写
真
展
～
創
設
か
ら
伊
都
キ
ャ
ン
パ
ス
誕
生
ま
で
～
（
九
州
大
学
六
本

松
キ
ャ
ン
パ
ス
学
生
会
館
第
二
食
堂
）

旧
制
福
岡
高
等
学
校
展
（
九
州
大
学
附
属
図
書
館
（
中
央
図
書
館
2
階
自
由
閲
覧
室
））

九
州
大
学
の
歩
み
写
真
展
（
九
州
大
学
六
本
松
キ
ャ
ン
パ
ス
学
生
会
館
第
二
食
堂
）

九
州
大
学
の
歩
み
写
真
展
（
九
州
大
学
六
本
松
キ
ャ
ン
パ
ス
学
生
会
館
第
二
食
堂
）

写
真
で
見
る
九
大
百
年
展

講
演
会
「
六
本
松
キ
ャ
ン
パ
ス
の
歴
史
と
旧
制
福
高
関
係
文
書
」

写
真
で
見
る
九
大
百
年
展

写
真
で
見
る
九
大
百
年
展

写
真
で
見
る
九
大
百
年
展

九
州
大
学
附
属
図
書
館
貴
重
文
物
展
示
「
九
州
大
学
百
年
の
宝
物
」

九
州
大
学
の
百
年
と
学
術
研
究
都
市
づ
く
り

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
2012

写
真
で
見
る
「
九
大
百
年
」
展

箱
﨑
キ
ャ
ン
パ
ス
の
近
代
建
築

第
1
回
戦
前
の
大
学
風
景

第
2
回
戦
争
の
痕
跡
／
映
画
の
舞
台

第
3
回
学
生
の
集
う
場
所

第
4
回
最
先
端
の
研
究
の
場
と
し
て

九
大
キ
ャ
ン
パ
ス
の
風
景
―
―
桂
木
勝
彦
写
真
展
―
―

音
楽
の
夕
べ

九
州
大
学
百
年
の
至
宝

写
真
で
見
る
九
大
百
年
展

123456789101112131415161718192021222324252627
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200
100
150
220

600

350

300

800

4,100

380
349
365

324

365

390
357
390
345
380

180

405
390

650

840
1,500
35850

W
EB開

催

2014年
10月

18日
2014年

11月
13日

～
14日

2014年
11月

21日
～
2015年

2
月
19日

2015年
5
月
11日

2015年
10日

1
日
～
31日

2016年
4
月
4
日
～
5
月
20日

年
間
、
2016年

5
月
11日

年
間
、
2016年

10月
15日

2016年
10月

8
日
～
11月

3
日

2016年
11月

19日
～
12月

25日
2017年

10月
1
日
～
11月

12日
2017年

11月
14日

～
12月

27日

2017年
1
月
5
日
～
2
月
12日

2017年
2
月
14日

～
3
月
29日

2017年
12月

15日
～
2018年

2
月
14日

2017年
11月

14日
～
12月

26日
2018年

1
月
5
日
～
2
月
20日

2018年
4
月
1
日
～
5
月
6
日

2018年
4
月
3
日
～
5
月
13日

2018年
5
月
12日

～
27日

2018年
5
月
15日

～
6
月
28日

2018年
7
月
2
日
～
31日

2018年
9
月
25日

～
2019年

1
月
18日

2018年
12月

1
日
～
2019年

3
月
29日

2019年
2
月
8
日
～
10日

2019年
5
月
17日

～
26日

2019年
9
月
14日

～
10月

9
日

2020年
9
月
1
日
～
11日

常
設
展

常
設
展

特
別
展

特
別
展

常
設
展
、

特
別
展

特
別
展

常
設
展

特
別
展

常
設
展

特
別
展

外
部
展
示

特
別
展

特
別
展

共
催
共
催

共
催

共
催

共
催
共
催
共
催
共
催
共
催

共
催

共
催
共
催

共
催

共
催
共
催
主
催
共
催

共
催

写
真
で
見
る
九
大
百
年
展

写
真
で
見
る
九
大
百
年
展

九
大
1968 ―

―
林
崎
价
男
の
写
真
で
振
り
返
る
―
―

九
大
百
年
展

写
真
で
見
る
九
大
百
年
展
、
九
大
1968 ―

―
江
上
節
義
・
林
崎
价
男
の
写
真
で
振
り
返

る
―
―
展
（
同
時
開
催
）

九
大
の
歴
史
を
語
る
什
器
た
ち
―
―
家
具
類
と
食
器
―
―
展

九
大
の
歴
史
写
真
展
、
建
物
模
型
展
示

九
州
大
学
箱
崎
地
区
模
型
・
九
州
大
学
六
本
松
地
区
模
型
展
示

九
大
百
年
美
術
を
め
ぐ
る
物
語
展

九
大
医
学
部
50
年
前
の
風
景
―
―
塩
川
郁
夫
写
真
展
―
―

『
あ
り
が
と
う
箱
崎
キ
ャ
ン
パ
ス
』
九
州
大
学
の
百
年
（
戦
中
・
戦
後
編
）

『
あ
り
が
と
う
箱
崎
キ
ャ
ン
パ
ス
』
九
州
大
学
の
百
年
（
戦
前
・
戦
中
編
）

『
あ
り
が
と
う
箱
崎
キ
ャ
ン
パ
ス
』
箱
崎
キ
ャ
ン
パ
ス
の
風
景
―
桂
木
勝
彦
写
真
展

vol.1
四
季

『
あ
り
が
と
う
箱
崎
キ
ャ
ン
パ
ス
』
箱
崎
キ
ャ
ン
パ
ス
の
風
景
―
桂
木
勝
彦
写
真
展

vol.2
建
物

そ
し
て
は
こ
ぶ
ね
は
ゆ
く
―
―
A
Q
A
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
2017

『
あ
り
が
と
う
箱
崎
キ
ャ
ン
パ
ス
』
九
州
大
学
の
百
年
（
戦
後
編
）

『
あ
り
が
と
う
箱
崎
キ
ャ
ン
パ
ス
』
九
州
大
学
の
百
年
（
戦
前
・
戦
中
編
）

戦
前
の
福
岡
に
お
け
る
博
物
研
究
の
興
隆
と
九
州
大
学

箱
崎
キ
ャ
ン
パ
ス
の
風
景
―
―
桂
木
勝
彦
写
真
展
vol.3

営
み

特
別
企
画
展
示

Furniture
forFuture

九
大
1968―

林
崎
价
男
の
写
真
で
振
り
返
る

あ
り
が
と
う
箱
崎
キ
ャ
ン
パ
ス
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト

あ
り
が
と
う
箱
崎
キ
ャ
ン
パ
ス
―
―
学
術
遺
産
と
学
者
た
ち
―
―
「
伊
都
に
つ
な
が
る
百

年
」
あ
り
が
と
う
箱
崎
キ
ャ
ン
パ
ス
―
―
学
術
遺
産
と
学
者
た
ち
―
―

九
州
大
学
箱
崎
キ
ャ
ン
パ
ス
閉
校
企
画
「
あ
り
が
と
う
箱
崎
」

九
州
大
学
開
学
記
念
行
事
「
特
別
展
示
会
」

と
は
す
か
た
り
―
―
学
び
舎
の
肖
像
―
―

K
yushu

U
niversity

A
sia
W
eek
2020

特
別
企
画

九
州
大
学
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
―
―
大
学
創
設
期
の
ア
ジ
ア
学
術
交
流
と
古
地
図

28293031323334353637383940414243444546474849505152535455

九州大学大学文書館における展示活動と自校史常設展示の開始
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展
（
二
〇
一
一
年
）、「
九
大
の
歴
史
を
語
る
什
器
た
ち
―
―
家
具
類
と
食
器
―
―
」
展
（
二
〇
一
六
年
）
等
を
共
催
し
て
い
る
。

学
外
に
お
い
て
も
、
総
合
研
究
博
物
館
と
福
岡
県
立
美
術
館
主
催
の
「
九
大
百
年

美
術
を
め
ぐ
る
物
語
」
展
を
共
催
し
た
。
ま

た
伊
都
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
椎
木
講
堂
が
建
設
さ
れ
て
か
ら
は
、
内
部
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
お
い
て
も
展
示
会
を
開
催
し
た
（
後
掲

表
2
）。

（
3
）
館
内
に
お
け
る
展
示

当
館
で
は
、
二
〇
一
八
年
一
二
月
よ
り
旧
工
学
部
本
館
一
階
、
事
務
室
・
閲
覧
室
前
の
廊
下
で
、
小
規
模
テ
ー
マ
展
示
を
行
っ

て
い
る
。
旧
工
学
部
本
館
来
館
者
に
対
す
る
文
書
館
の
認
知
度
向
上
お
よ
び
収
蔵
資
料
の
紹
介
が
目
的
で
あ
る
。
展
示
ケ
ー
ス

（
幅
一
、八
〇
〇
×
奥
行
一
、〇
〇
〇
×
高
さ
九
〇
〇
ミ
リ
）
二
台
と
、
掲
示
板
の
設
置
さ
れ
た
壁
面
を
利
用
し
、
小
テ
ー
マ
展
示

二
つ
を
中
心
に
、
帝
国
大
学
時
代
の
工
学
部
の
表
札
や
写
真
パ
ネ
ル
を
数
点
設
置
し
て
い
る
。

注
意
す
べ
き
点
と
し
て
、
こ
の
展
示
場
所
は
資
料
の
展
示
を
想
定
し
て
設
計
さ
れ
た
空
間
で
は
な
く
、
日
中
は
常
時
扉
が
開
放

さ
れ
て
い
る
中
央
玄
関
に
近
い
位
置
に
あ
り
、
湿
気
や
埃
に
晒
さ
れ
や
す
い
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
展
示
ケ
ー
ス
内
に

は
除
湿
剤
を
入
れ
、
ケ
ー
ス
外
に
複
製
資
料
や
看
板
な
ど
の
物
品
資
料
を
設
置
、
埃
や
カ
ビ
に
は
特
に
注
意
を
は
ら
い
、
定
期
的

に
状
態
確
認
と
入
れ
替
え
を
行
う
よ
う
に
し
て
い
る
。
展
示
ケ
ー
ス
に
は
Ｕ
Ｖ
カ
ッ
ト
フ
ィ
ル
ム
を
貼
り
付
け
、
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ

ト
と
廊
下
の
蛍
光
灯
は
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
交
換
し
た
。
こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た
展
示
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

⑴
二
〇
一
八
年
一
二
月
〜
二
〇
二
〇
年
九
月
（
図
1
）

テ
ー
マ
①：

工
学
部
関
係
、
法
文
学
部
本
館

テ
ー
マ
②：

第
三
学
生
集
会
所
三
畏
閣
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テ
ー
マ
①
に
は
、
旧
工
学
部
本
館
お
よ
び
旧
法
文
学
部
本
館
の
設
計
図
（
複
製
）
と
写
真
を
壁
面
に
、
展
示
ケ
ー
ス
内
に
は
工

学
部
の
卒
業
証
書
二
点
と
大
正
時
代
の
ア
ル
バ
ム
を
置
い
た
。
テ
ー
マ
②
は
、
壁
面
に
学
生
集
会
所
三
畏
閣
の
写
真
パ
ネ
ル
を
設

置
し
、
ケ
ー
ス
内
に
玄
関
に
掲
げ
ら
れ
て
い
た
看
板
と
部
屋
表
札
類
を
、
取
り
壊
し
前
の
写
真
と
一
緒
に
展
示
し
た
。
い
ず
れ

も
、
箱
崎
キ
ャ
ン
パ
ス
で
学
ん
だ
卒
業
生
や
教
職
員
に
と
っ
て
は
懐
か
し
い
建
物
で
あ
る
。
建
築
図
面
の
原
本
と
、
表
札
類
（
当

館
で
は
、
表
札
類
も
「
文
書
資
料
」
の
一
部
と
し
て
積
極
的
に
収
集
を
行
っ
て
き
た
）
は
特
定
歴
公
文
書
等
と
し
て
登
録
さ
れ
て

い
る
も
の
で
あ
り
、
文
書
館
収
蔵
資
料
の
多
様
性
を
来
館
者
に
解
説
す
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。

⑵
二
〇
二
〇
年
一
〇
月
〜
二
〇
二
一
年
八
月

テ
ー
マ
①：

法
文
学
部

テ
ー
マ
②：

航
空
学
教
室

テ
ー
マ
①
は
、
旧
法
文
学
部
の
建
築
図
面
と
、
建
築
当
初
の
建
物
内
部
・

年
代
ご
と
の
外
観
・
取
り
壊
し
風
景
の
写
真
パ
ネ
ル
を
設
置
し
た
。
ケ
ー
ス

内
は
法
文
学
部
創
立
当
初
の
公
文
書
と
、
戦
前
期
の
法
科
研
究
室
の
ア
ル
バ

ム
、
取
り
壊
し
前
に
撮
影
し
た
玄
関
部
意
匠
等
の
写
真
と
、
玄
関
設
計
図
を

置
い
た
。
テ
ー
マ
②
は
、
旧
工
学
部
航
空
学
教
室
を
テ
ー
マ
に
し
、
壁
面
に

は
年
代
ご
と
の
外
観
と
教
室
内
部
の
写
真
パ
ネ
ル
を
設
置
し
、
ケ
ー
ス
内

に
、
建
物
表
札
を
回
収
す
る
際
に
共
に
収
容
し
た
、
風
向
計
と
外
壁
の
一
部

を
展
示
し
た
。
旧
航
空
学
教
室
の
外
壁
に
は
、
太
平
洋
戦
争
末
期
に
空
襲
よ

け
の
黒
塗
迷
彩
が
施
さ
れ
て
お
り
、
戦
争
遺
跡
と
し
て
貴
重
な
も
の
で
あ
っ

図 1 2018 年 12月～2020 年 9月の館内展示
（展示ケース奥：テーマ①、手前：テーマ②）

九州大学大学文書館における展示活動と自校史常設展示の開始
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た
が
、
キ
ャ
ン
パ
ス
移
転
に
伴
い
取
り
壊
さ
れ
た
。
ケ
ー
ス
横
に
は
、
新
築
時
の
設
計
図
と
迷
彩
偽
装
仕
様
書
の
複
製
を
展
示

し
、
文
書
と
物
品
を
共
に
保
存
す
る
意
味
を
説
明
で
き
る
よ
う
に
し
た
。

⑶
二
〇
二
一
年
八
月
〜

テ
ー
マ
①：

箱
崎
キ
ャ
ン
パ
ス
跡
地
工
事
地
区
の
回
収
資
料

テ
ー
マ
②：
旧
工
学
部
本
館
周
辺
の
回
収
資
料

大
学
文
書
館
で
は
、
箱
崎
キ
ャ
ン
パ
ス
跡
地
の
工
事
現
場
か
ら
、
取
り
壊
さ
れ
た
建
物
の
一
部
や
、
工
事
作
業
中
に
掘
り
起
こ

さ
れ
た
陶
器
・
ガ
ラ
ス
瓶
類
を
回
収
し
た
。
そ
の
中
に
は
、
九
大
マ
ー
ク
入
り
の
陶
器
類
や
、
イ
ン
ク
瓶
、
酒
瓶
な
ど
昔
の
大
学

生
活
の
様
子
が
う
か
が
え
る
も
の
が
多
数
発
見
さ
れ
た
た
め
、
文
書
館
の
展
示
内
容
と
し
て
は
や
や
異
色
か
も
し
れ
な
い
が
、
工

事
現
場
の
写
真
と
と
も
に
展
示
す
る
こ
と
に
し
た
（
テ
ー
マ
①
）。
手
前
の
壁
面
に
、
番
号
を
振
っ
た
キ
ャ
ン
パ
ス
跡
地
の
工
事

写
真
と
、
旧
キ
ャ
ン
パ
ス
マ
ッ
プ
を
設
置
し
、
撮
影
場
所
と
方
角
が
わ
か
る
よ
う
に
し
た
。
ケ
ー
ス
内
に
は
、
陶
器
や
ガ
ラ
ス
瓶

類
を
並
べ
た
。
テ
ー
マ
②
で
は
、
工
事
現
場
と
旧
工
学
部
本
館
建
物
周
辺
か
ら
回
収
し
た
レ
ン
ガ
や
タ
イ
ル
な
ど
、
建
築
資
材
の

一
部
を
、
過
去
の
建
て
替
え
・
改
装
の
経
過
説
明
と
と
も
に
置
い
た
。
こ
こ
で
は
、
工
科
大
学
時
代
の
赤
煉
瓦
の
一
部
、
ス
レ
ー

ト
片
に
加
え
、
高
温
で
変
質
し
た
レ
ン
ガ
と
ガ
ラ
ス
瓶
を
、
そ
し
て
一
九
三
〇
年
竣
工
時
の
ス
ク
ラ
ッ
チ
化
粧
タ
イ
ル
と
、
張
り

替
え
ら
れ
た
現
在
の
化
粧
タ
イ
ル
を
比
較
で
き
る
よ
う
に
ケ
ー
ス
内
に
設
置
し
た
。

あ
く
ま
で
当
館
の
例
で
あ
る
が
、
常
設
展
示
や
特
別
展
と
は
別
に
、
小
規
模
テ
ー
マ
展
示
を
行
う
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、
①
常
設

展
や
特
別
展
の
基
本
作
業
と
な
る
、
②
新
規
収
蔵
資
料
の
調
査
・
整
理
が
進
む
、
③
学
内
関
係
者
や
来
館
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
お
よ
び
情
報
収
集
の
促
進
、
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
前
掲
⑴
〜
⑶
の
い
ず
れ
も
、
キ
ャ
ン
パ
ス
移
転
工
事
に
伴
い
新
た
に

回
収
さ
れ
た
資
料
を
使
用
し
、
展
示
に
と
も
な
い
整
理
・
作
成
し
た
デ
ー
タ
の
一
部
は
、「
常
設
展

九
州
大
学
の
歴
史
」
で
利
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用
し
た
。
ま
た
、
事
務
室
・
閲
覧
室
の
前
で
の
展
示
で
あ
る
こ
と
も
あ
り
、
来
館
者
お
よ
び
学
内
関
係
者
と
の
会
話
の
き
っ
か
け

に
な
る
ほ
か
、
実
験
的
に
出
し
た
資
料
に
対
す
る
反
応
は
、
展
示
資
料
の
選
定
や
パ
ネ
ル
デ
ザ
イ
ン
に
随
時
反
映
さ
せ
て
い
る
。

二
「
常
設
展

九
州
大
学
の
歴
史
」

（
1
）
常
設
展
示
企
画
に
至
る
経
緯

九
州
大
学
は
も
と
も
と
本
部
と
医
系
以
外
の
学
部
を
福
岡
市
東
区
箱
崎
に
、
旧
教
養
部
等
を
同
市
中
央
区
六
本
松
に
お
い
て
い

た
が
、
キ
ャ
ン
パ
ス
の
狭
隘
化
に
よ
り
、
新
た
に
同
市
西
区
元
岡
・
桑
原
地
区
に
統
合
移
転
す
る
こ
と
と
な
っ
た
（
伊
都
キ
ャ
ン

パ
ス
）。
移
転
は
二
〇
〇
五
年
か
ら
開
始
さ
れ
、
一
八
年
に
完
了
し
た
が
、
こ
の
間
の
一
四
年
に
は
伊
都
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
、
最

大
三
〇
〇
〇
名
を
収
容
で
き
る
ホ
ー
ル
な
ど
か
ら
な
る
椎
木
講
堂
が
落
成
し
た
。
椎
木
講
堂
の
一
階
に
は
様
々
な
展
示
を
行
う
た

め
の
「
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」（
八
〇
平
米
）
と
「
展
示
コ
ー
ナ
ー
」（
一
六
〇
平
米
）（
以
下
本
稿
で
は
両
室
を
合
わ
せ
て
「（
椎
木
講

堂
）
展
示
ス
ペ
ー
ス
」
と
呼
ぶ
こ
と
と
す
る
）
が
設
け
ら
れ
た
（
後
掲
図
2
下
部
）。

椎
木
講
堂
で
の
展
示
に
関
し
て
は
、「
本
学
の
歴
史
や
特
筆
す
べ
き
教
育
・
研
究
の
成
果
を
展
示
し
、
学
生
な
ら
び
に
教
職
員

の
知
的
好
奇
心
を
刺
激
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
講
堂
設
立
の
理
念
を
実
現
す
る
も
の
と
す
る
」
と
い
う
基
本
方
針
が
立
て
ら
れ
、

こ
の
展
示
は
学
内
だ
け
で
な
く
学
外
に
も
公
開
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
基
本
方
針
に
基
づ
き
、
展
示
ス
ペ
ー
ス
で
は
、

二
〇
一
九
年
度
ま
で
に
後
掲
表
2
の
よ
う
な
企
画
展
示
が
催
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
企
画
展
示
は
、
椎
木
講
堂
展
示
運
営
ワ
ー
キ

ン
グ
グ
ル
ー
プ
（
Ｗ
Ｇ
）
の
委
員
が
所
属
す
る
部
局
に
お
い
て
交
互
に
実
施
す
る
と
い
う
の
が
実
情
で
あ
り
、
そ
の
た
め
担
当
部

局
の
負
担
が
大
き
く
、
継
続
的
に
企
画
展
示
を
行
う
こ
と
が
困
難
な
状
況
に
な
っ
て
き
て
い
た
。
そ
こ
で
、
展
示
ス
ペ
ー
ス
の
有

九州大学大学文書館における展示活動と自校史常設展示の開始
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効
な
活
用
手
段
と
し
て
、
自
校
史
に
関
す
る
常
設
展
示
を

行
う
こ
と
が
発
案
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

自
校
史
常
設
展
示
の
提
案
は
、
二
〇
二
〇
年
二
月
二
一

日
の
椎
木
講
堂
展
示
運
営
Ｗ
Ｇ
で
行
わ
れ
た
。
こ
の
Ｗ
Ｇ

で
、
総
長
裁
定
に
よ
り
予
算
を
獲
得
し
、
九
月
に
行
わ
れ

る
予
定
の
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
前
ま
で
に
展

示
を
開
始
す
る
た
め
の
準
備
を
、
大
学
文
書
館
を
中
心
と

し
て
進
め
て
い
く
、
と
い
う
こ
と
を
Ｗ
Ｇ
の
方
向
性
と
し

て
確
認
し
た
。

こ
う
し
て
自
校
史
常
設
展
示
の
実
施
に
向
け
て
動
き
出

す
こ
と
に
な
る
は
ず
で
あ
っ
た
が
、
こ
こ
で
そ
の
動
き
を

阻
む
重
大
な
要
因
と
な
っ
た
の
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
（CO

V
ID
-19

）
で
あ
る
。
九
大
で
は
三
月
の

卒
業
式
が
各
学
部
総
代
の
み
出
席
と
い
う
規
模
に
縮
小
さ

れ
、
さ
ら
に
四
月
の
入
学
式
は
中
止
と
な
っ
た
。
緊
急
事

態
宣
言
の
発
出
を
受
け
て
、
新
学
期
の
授
業
は
五
月
の
連

休
明
け
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
う
こ
と
と
な
り
、
教
職
員

も
原
則
と
し
て
在
宅
勤
務
と
な
っ
た
。
当
館
も
休
館
、
在

図 2 椎木講堂 1階平面図
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表 2 椎木講堂展示一覧

担当部局

総合研究博物館

総合研究博物館

総合研究博物館

芸術工学研究院

総合研究博物館

大学文書館

芸術工学研究院

総合研究博物館

芸術工学研究院

人文科学研究院

工学研究院

総務部総務課

理学研究院

総合研究博物館・
大学文書館

文学部・
文学部歴史編纂室・
AQAプロジェクト

芸術工学研究院

農学研究院

展示名

「九州大学百年の至宝展」第 1期

「九州大学百年の至宝展」第 2期

「九州大学百年の至宝展」第 3期

「ご存知ですか『芸術工学』」

「奴国の南」

「写真で見る九大百年」

芸術工学会 2015秋期大会「芸術
工学企画展示」

「九大の歴史を語る什器たち」

芸術工学の遺伝子 活躍する卒
業生展
「わすれもの――AQAプロジェ
クトの活動と未来」

「工学部の百年展」

フォトコンテスト写真展示

理学研究院展

「伊都につながる百年展 ありが
とう箱崎キャンパス――学術遺
産と学者たち――」

「とはすかたり――文学部の肖像
――」

芸術工学の半世紀とこれから～
芸術工学部創立 50周年記念展

「農学部百年の至宝展」

会期

2014年 3月25日
～ 5月 2日
2014年 5月12日
～10月 3日
2014年10月14日
～12月19日
2015年 4月 6日
～24日
2015年 5月 7日
～ 9月 4日
2015年10月 1日
～30日
2015年11月14日
～22日
2016年 4月 4日
～ 7月 1日
2016年 8月 5日
～9月27日
2016年10月 5日
～11月21日
2017年 3月28日～
6月15日
2017年10月～11月
2018年 3月20日
～ 6月29日

2018年 9月25日
～2019年 1月18日

2019年 2月 1日
～ 3月20日

2019年 3月26日
～ 5月13日
2019年 9月24日
～2020年 4月30日

年度

2014

2014

2014

2015

2015

2015

2015

2016

2016

2016

2017

2017

2018

2018

2018

2019

2019

九州大学大学文書館における展示活動と自校史常設展示の開始
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宅
勤
務
と
な
っ
た
た
め
に
で
き
る
仕
事
は
限
ら
れ
、
と
て
も
自
校
史
展
示
の
準
備
が
で
き
る
よ
う
な
状
況
で
は
な
く
な
っ
た
。
緊

急
事
態
宣
言
は
五
月
一
四
日
に
解
除
さ
れ
た
も
の
の
、
当
館
の
休
館
と
在
宅
勤
務
を
主
と
す
る
体
制
は
当
面
継
続
す
る
こ
と
と

し
、
九
大
の
行
動
制
限
が
緩
和
さ
れ
た
六
月
末
か
ら
、
よ
う
や
く
閲
覧
等
の
一
部
再
開
、
職
員
の
原
則
出
勤
再
開
と
な
っ
た
。

依
然
と
し
て
コ
ロ
ナ
禍
の
始
ま
る
前
に
戻
る
に
は
ほ
ど
遠
い
状
況
で
は
あ
っ
た
が
、
七
月
に
な
っ
て
よ
う
や
く
自
校
史
展
示
の

準
備
が
動
き
出
す
こ
と
に
な
っ
た
。
同
月
半
ば
に
当
館
と
総
務
部
同
窓
生
・
基
金
課
と
の
あ
い
だ
で
自
校
史
展
示
に
関
す
る
打
合

せ
が
行
わ
れ
、
ま
ず
は
九
月
一
九
日
に
延
期
さ
れ
て
い
た
開
学
記
念
式
典
に
合
わ
せ
て
暫
定
的
な
展
示
を
行
い
、
そ
の
後
本
格
的

な
常
設
展
示
の
準
備
を
行
う
こ
と
と
な
っ
た
。
ま
た
展
示
内
容
に
つ
い
て
は
当
館
と
総
合
研
究
博
物
館
の
関
係
者
で
検
討
す
る
こ

と
と
し
た
。
こ
う
し
て
常
設
展
示
開
始
へ
の
道
筋
が
一
応
で
き
た
こ
と
に
よ
り
、
当
館
で
は
業
者
に
依
頼
し
、
常
設
展
示
の
ゾ
ー

ニ
ン
グ
プ
ラ
ン
を
作
成
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
そ
の
後
のCO

V
ID
-19
第
二
波
や
学
内
で
の
ク
ラ
ス
タ
ー
の
発
生
を
受
け
て
、
開
学
記
念
式
典
は
出
席
者
を
限
定

し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
中
継
で
挙
行
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
式
典
に
合
わ
せ
る
予
定
で
あ
っ
た
展
示
開
始
も
延
期
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。
一
方
で
、
一
〇
月
か
ら
総
長
は
じ
め
執
行
部
が
交
代
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
た
た
め
、
そ
の
前
に
自
校
史
常
設
展
示
を
実
施

す
る
方
向
性
だ
け
は
確
定
し
て
お
く
た
め
に
、
九
月
二
四
日
の
椎
木
講
堂
展
示
運
営
委
員
会
で
展
示
実
施
が
承
認
さ
れ
た
。

こ
う
し
て
い
っ
た
ん
仕
切
り
直
し
と
な
り
、
一
二
月
は
じ
め
に
総
合
研
究
博
物
館
と
同
窓
生
・
基
金
課
、
当
館
の
三
者
に
よ
る

打
合
せ
が
行
わ
れ
た
。
こ
こ
で
展
示
開
始
を
二
〇
二
一
年
五
月
と
す
る
こ
と
、
一
度
に
全
部
の
整
備
を
行
う
の
で
は
な
く
段
階
的

な
整
備
を
行
う
こ
と
、
展
示
内
容
や
予
算
に
関
し
て
は
展
示
経
験
の
豊
富
な
総
合
研
究
博
物
館
の
助
言
を
得
る
こ
と
な
ど
の
方
向

性
が
打
ち
出
さ
れ
た
。
ま
た
、
役
員
へ
の
説
明
を
行
っ
た
上
で
、
翌
年
一
月
中
ま
で
に
役
員
協
議
会
の
承
認
を
得
る
こ
と
と
な
っ

た
。
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こ
の
打
合
せ
を
受
け
て
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
常
設
展
示
前
半
部
分
（
第
五
章
ま
で
）、
展
示
コ
ー
ナ
ー
で
後
半
部
分
を
展
示
す
る

こ
と
と
し
、
前
半
を
第
一
期
工
事
と
し
て
五
月
展
示
開
始
、
後
半
を
第
二
期
工
事
と
し
て
一
〇
月
開
始
の
予
定
と
し
た
。
こ
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
基
づ
き
、
再
度
業
者
に
ゾ
ー
ニ
ン
グ
プ
ラ
ン
の
作
成
と
工
事
費
の
見
積
も
り
を
依
頼
し
た
。

年
が
明
け
て
二
〇
二
一
年
一
月
に
は
担
当
理
事
と
総
長
へ
の
事
前
説
明
を
行
っ
た
上
で
、
同
月
一
八
日
の
役
員
協
議
会
に
諮
ら

れ
、
展
示
計
画
が
承
認
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
二
〇
二
一
年
度
に
自
校
史
常
設
展
示
が
開
始
さ
れ
る
こ
と
が
決
定
し
た
。

展
示
開
始
が
正
式
に
決
ま
っ
た
こ
と
で
、
本
格
的
に
準
備
を
開
始
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ま
ず
は
ゾ
ー
ニ
ン
グ
を
は
じ
め
と
し

た
展
示
プ
ラ
ン
の
策
定
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
二
月
初
め
、
総
合
研
究
博
物
館
の
三
名
の
教
員
に
依
頼
し
、
業
者
の
作
成
し

た
プ
ラ
ン
・
見
積
も
り
を
基
に
検
討
を
行
っ
た
。
こ
こ
で
特
に
指
摘
さ
れ
た
の
は
、
プ
ラ
ン
に
あ
る
展
示
ス
ペ
ー
ス
へ
の
壁
の
設

置
で
あ
っ
た
。
プ
ラ
ン
で
は
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
で
あ
る
展
示
コ
ー
ナ
ー
の
入
口
側
に
壁
を
設
置
し
、
展
示
空
間
と
講
堂
ロ
ビ
ー

を
完
全
に
仕
切
る
と
い
う
設
計
に
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
こ
の
検
討
で
は
、
見
通
し
が
悪
く
な
る
こ
と
や
今
後
展
示
を
変
更
す
る

際
に
移
動
が
困
難
で
あ
る
こ
と
か
ら
壁
の
設
置
に
否
定
的
な
意
見
が
強
く
、
代
わ
り
に
入
口
を
示
す
も
の
と
し
て
旧
箱
崎
キ
ャ
ン

パ
ス
正
門
の
レ
プ
リ
カ
を
設
置
す
る
こ
と
が
提
案
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
意
見
に
基
づ
い
て
展
示
プ
ラ
ン
を
修
正
し
た
。

修
正
し
た
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
業
者
に
依
頼
し
て
工
事
費
用
等
を
算
定
し
、
予
算
要
求
を
行
っ
た
が
、
結
果
は
要
求
額
に
対
し
て

三
割
以
上
削
ら
れ
る
と
い
う
大
幅
な
減
額
と
な
っ
た
。
こ
の
た
め
プ
ラ
ン
の
大
幅
な
見
直
し
を
行
わ
ざ
る
を
得
ず
、
正
門
の
レ
プ

リ
カ
作
成
だ
け
で
な
く
、
後
述
す
る
よ
う
に
そ
の
他
の
展
示
設
備
も
削
ら
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

（
2
）
自
校
史
展
示
の
考
え
方

前
述
の
よ
う
に
、
自
校
史
展
示
の
準
備
が
具
体
的
に
動
き
出
し
た
二
〇
二
〇
年
七
月
の
段
階
で
は
、
同
年
九
月
に
暫
定
的
な
展
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示
を
開
始
す
る
予
定
で
あ
っ
た
。
こ
の
暫
定
的
な
展
示
で
は
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
評
議
会
記
録
や
建
物
図
面
な
ど
の
九
大
の
歴
史
を

伝
え
る
文
書
館
所
蔵
品
を
紹
介
し
、
展
示
コ
ー
ナ
ー
に
は
写
真
パ
ネ
ル
を
並
べ
、
当
館
制
作
の
ビ
デ
オ
を
上
映
す
る
こ
と
を
考
え

て
い
た
。
こ
の
暫
定
展
示
を
し
ば
ら
く
行
っ
て
い
る
あ
い
だ
に
本
格
的
な
常
設
展
示
の
準
備
を
す
る
、
と
い
う
の
が
こ
の
時
点
で

の
計
画
で
、
暫
定
展
示
の
内
容
の
具
体
化
と
同
時
に
、
常
設
展
示
の
構
成
を
考
え
て
お
り
、
次
の
一
一
章
か
ら
な
る
構
成
案
を
作

成
し
て
い
た
。

1

創
立
前
史
（
賛
生
館

県
立
福
岡
病
院

京
都
帝
国
大
学
福
岡
医
科
大
学
の
創
設
）

2

九
州
帝
国
大
学
の
創
立
（
工
科
大
学
の
創
設

九
州
帝
国
大
学
の
創
立
）

3

九
州
帝
国
大
学
の
発
展
（
農
学
部
の
創
設

法
文
学
部
の
創
設

福
岡
高
等
学
校
の
創
立
）

4

戦
争
と
九
州
帝
国
大
学
（
附
置
研
究
所
の
設
置

理
学
部
の
創
設

久
留
米
高
等
工
業
学
校
の
創
立

学
徒
出
陣
・
学
徒

動
員
）

5

新
制
九
州
大
学
の
発
足
（
文
学
部
・
法
学
部
・
経
済
学
部
の
独
立

新
制
九
州
大
学
の
発
足

教
育
学
部
の
創
設

分
校

の
統
合
）

6

高
度
経
済
成
長
・
大
学
紛
争
期
の
九
州
大
学
（
薬
学
部
の
創
設

歯
学
部
の
創
設

九
州
大
学
の
拡
張

九
州
芸
術
工
科

大
学
の
創
立

大
学
紛
争
）

7

改
革
の
模
索
（
筑
紫
地
区
の
建
設

総
合
理
工
学
研
究
科
の
創
設

言
語
文
化
部
の
創
設

教
養
部
の
廃
止

独
立
研
究

科
の
増
設
）

8

学
府
・
研
究
院
制
度
の
創
設
（
大
学
院
重
点
化

学
府
・
研
究
院
制
度
の
創
設

学
府
の
新
設
）

9

国
立
大
学
法
人
九
州
大
学
の
発
足
（
九
州
大
学
と
九
州
芸
術
工
科
大
学
の
統
合

国
立
大
学
法
人
九
州
大
学
の
発
足

共
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創
学
部
の
創
設
）

10

伊
都
キ
ャ
ン
パ
ス
移
転
（
病
院
地
区
の
再
開
発

伊
都
キ
ャ
ン
パ
ス
移
転
）

11

九
州
大
学
の
学
生
生
活
（
九
州
帝
国
大
学
の
時
代

戦
中
・
戦
後
期

高
度
経
済
成
長
期

成
長
期
か
ら
バ
ブ
ル
期
へ

「
失
わ
れ
た
二
〇
年
」
の
時
代
）

こ
の
構
成
案
は
、
九
大
が
こ
れ
ま
で
編
纂
し
て
き
た
五
十
年
史
・
七
十
五
年
史
・
百
年
史
の
成
果
に
基
づ
き
、
九
大
の
歴
史
の

要
点
を
わ
か
り
や
す
く
示
す
こ
と
を
目
指
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
構
成
案
で
一
つ
特
徴
的
な
の
は
、
学
生
生
活
を
一
つ
の
章
に

ま
と
め
た
こ
と
で
あ
る
。
検
討
開
始
当
初
の
段
階
で
は
学
生
生
活
に
つ
い
て
は
各
章
に
ち
り
ば
め
る
こ
と
を
考
え
て
い
た
が
、
他

の
内
容
や
資
料
に
埋
没
さ
せ
て
し
ま
う
よ
り
も
、
学
生
生
活
だ
け
で
一
つ
の
章
と
し
て
ま
と
め
て
、
時
代
に
よ
る
変
化
な
ど
を
見

て
も
ら
う
方
が
わ
か
り
や
す
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
、
独
立
さ
せ
る
こ
と
と
し
た
。
学
生
生
活
は
特
に
卒
業
生
・
在
学
生
の
関

心
の
高
い
要
素
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
よ
り
観
覧
者
の
興
味
を
惹
く
も
の
と
な
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
の
で
あ
る
。

前
述
の
と
お
り
暫
定
展
示
は
行
わ
な
い
こ
と
と
な
っ
た
た
め
、
右
の
常
設
展
示
の
構
成
案
に
基
づ
き
準
備
を
進
め
る
こ
と
と

し
、
常
設
展
示
に
関
す
る
考
え
方
を
ま
と
め
た
企
画
案
を
作
成
し
た
。
二
〇
二
一
年
一
月
一
八
日
の
役
員
協
議
会
に
椎
木
講
堂
展

示
運
営
委
員
会
名
で
提
出
し
た
企
画
案
「
椎
木
講
堂
展
示
ス
ペ
ー
ス
に
お
け
る
自
校
史
展
示
（
常
設
展
示
）
に
つ
い
て
」
で
は
、

展
示
に
よ
る
効
果
等
を
、「
自
校
史
の
展
示
を
行
い
、
高
校
生
、
在
学
生
、
同
窓
生
、
教
職
員
、
地
域
住
民
並
び
に
国
内
外
の
教

育
研
究
機
関
や
企
業
か
ら
の
来
訪
者
に
広
く
公
開
す
る
こ
と
に
よ
り
、
以
下
の
効
果
が
期
待
さ
れ
る
と
と
も
に
、
本
展
示
を
通
じ

て
、
本
学
へ
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
こ
と
に
よ
り
、
レ
ピ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
向
上
、
将
来
的
に
は
大
学
へ
の
支
援
が
期
待
で
き

る
」
と
し
て
、
各
対
象
へ
の
効
果
を
次
の
よ
う
に
説
明
し
た
。
す
な
わ
ち
、
学
内
者
に
つ
い
て
は
「
本
学
の
歴
史
を
深
く
知
る
こ

と
に
よ
り
、
帰
属
意
識
の
向
上
が
期
待
で
き
」、
う
ち
在
学
生
は
「
在
学
中
に
本
学
へ
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
に
よ
り
、
将
来
、
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同
窓
生
と
し
て
本
学
の
サ
ポ
ー
タ
ー
に
な
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
」
こ
と
、
教
職
員
は
「
大
学
に
貢
献
す
る
意
欲
を
向
上
さ
せ
る

こ
と
」
や
、「
本
学
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
材
料
を
よ
り
多
く
持
つ
こ
と
が
期
待
で
き
る
」
と
し
た
。
学
外
者
に
つ
い
て
は
、
高
校
生

は
「
本
学
の
歴
史
を
知
る
こ
と
に
よ
り
、
受
験
の
動
機
付
け
に
な
る
こ
と
」、
同
窓
生
は
「
学
生
時
代
の
記
憶
を
呼
び
覚
ま
す
こ

と
に
よ
り
、
愛
校
心
の
醸
成
」、
地
域
住
民
は
、「
本
学
が
地
域
社
会
の
中
に
存
在
し
て
い
る
意
義
を
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
に
よ

り
、
更
な
る
地
域
連
携
強
化
」、
最
後
に
国
内
外
の
教
育
研
究
機
関
や
企
業
か
ら
の
来
訪
者
は
「
本
学
の
歴
史
を
紹
介
す
る
こ
と

に
よ
り
、
信
頼
性
の
向
上
」、
ま
た
「
海
外
か
ら
の
来
訪
者
に
つ
い
て
は
、
来
訪
者
の
所
属
機
関
等
で
本
学
に
つ
い
て
の
周
知
に

繫
が
り
、
留
学
生
の
獲
得
に
寄
与
す
る
こ
と
」
が
そ
れ
ぞ
れ
期
待
で
き
る
と
し
た
。
ま
た
、
椎
木
講
堂
の
隣
に
オ
ー
プ
ン
す
る
フ

ジ
イ
ギ
ャ
ラ
（
6
）

リ
ー
と
の
相
乗
効
果
も
期
待
で
き
る
と
し
て
い
る
。

こ
こ
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
展
示
の
観
覧
者
と
し
て
想
定
し
て
い
る
の
は
、
九
州
大
学
に
関
わ
る
す
べ
て
の
人
、
で
あ
る
。
企

画
展
示
で
あ
れ
ば
特
定
の
対
象
を
観
覧
者
と
し
て
想
定
す
る
こ
と
も
あ
り
得
る
で
あ
ろ
う
が
、
常
設
展
示
で
あ
る
た
め
、
対
象
を

絞
り
込
ま
ず
、
九
州
大
学
と
様
々
な
か
た
ち
で
関
わ
る
多
く
の
方
々
に
、
九
州
大
学
の
歴
史
を
幅
広
く
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目

的
と
し
た
。

展
示
資
料
に
つ
い
て
は
、
当
館
が
所
蔵
す
る
文
書
資
料
を
中
心
と
し
、
あ
わ
せ
て
写
真
や
モ
ノ
資
料
等
に
つ
い
て
も
展
示
す
る

こ
と
と
し
た
。
展
示
全
体
を
九
大
の
歴
史
の
画
期
を
区
切
り
と
し
た
一
一
の
章
に
分
け
、
各
章
に
お
い
て
は
パ
ネ
ル
で
そ
の
時
代

の
九
大
に
つ
い
て
解
説
し
、
特
に
重
要
な
関
連
資
料
を
そ
れ
ぞ
れ
に
簡
潔
な
説
明
を
付
し
て
展
示
す
る
こ
と
と
し
た
。
一
一
の
章

は
以
前
に
作
成
し
て
い
た
展
示
構
成
案
の
と
お
り
で
あ
る
（
一
部
構
成
や
章
お
よ
び
項
目
の
表
題
を
実
際
の
展
示
に
あ
た
っ
て
変

更
し
た
）。
こ
れ
ら
の
各
章
に
加
え
、
大
型
の
年
表
と
、
大
型
モ
ニ
タ
ー
に
よ
る
映
像
コ
ー
ナ
ー
も
設
け
る
こ
と
と
し
て
い
た
。

以
上
の
考
え
方
と
構
成
に
つ
い
て
は
役
員
協
議
会
の
了
承
を
得
た
の
で
あ
っ
た
が
、
前
述
の
通
り
、
予
算
が
大
幅
に
削
ら
れ
て
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し
ま
っ
た
た
め
、
展
示
の
構
成
に
つ
い
て
は
再
度
検
討
が
必
要
と
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
資
料
展
示
に
関
し
て
は
基
本
的
に
構
成

案
の
ま
ま
と
し
た
が
、
年
表
と
映
像
コ
ー
ナ
ー
に
つ
い
て
は
削
ら
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。
と
く
に
映
像
に
関
し
て
は
、
こ
れ
ま

で
当
館
で
は
多
く
の
作
品
を
制
作
し
て
お
り
、
こ
れ
を
常
時
視
聴
で
き
る
よ
う
に
す
る
好
機
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
を
逃
す
こ
と
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
は
、
当
館
と
し
て
は
非
常
に
惜
し
い
こ
と
で
あ
っ
た
。

と
も
か
く
も
、
以
上
の
考
え
方
に
基
づ
い
て
、
ま
ず
第
一
期
展
示
に
つ
い
て
、
各
章
の
解
説
文
案
を
作
成
し
、
そ
の
上
で
ど
の

資
料
を
展
示
す
る
か
、
そ
の
詳
細
を
検
討
し
て
展
示
品
一
覧
を
作
成
し
た
。
そ
の
上
で
業
者
と
の
調
整
を
行
っ
て
、
展
示
の
詳
細

設
計
を
行
っ
た
。
こ
の
設
計
に
基
づ
い
て
設
営
作
業
を
行
い
、
展
示
の
タ
イ
ト
ル
を
「
常
設
展

九
州
大
学
の
歴
史
」
と
し
て
、

二
〇
二
一
年
五
月
一
一
日
の
開
学
記
念
式
典
に
あ
わ
せ
て
第
一
期
展
示
の
公
開
を
開
始
し
た
。

続
い
て
第
二
期
展
示
に
つ
い
て
も
第
一
期
と
同
様
の
手
順
で
展
示
品
一
覧
を
作
成
し
て
業
者
に
展
示
設
計
を
依
頼
し
た
。
第
一

期
展
示
で
は
展
示
ス
ペ
ー
ス
に
置
か
れ
て
い
た
既
存
の
展
示
ケ
ー
ス
を
使
用
で
き
た
が
、
第
二
期
展
示
で
は
既
存
の
ケ
ー
ス
だ
け

で
は
不
足
し
た
た
め
新
た
に
ケ
ー
ス
を
作
成
す
る
必
要
が
あ
り
、
第
一
期
よ
り
も
工
事
費
が
大
幅
に
増
え
た
こ
と
か
ら
入
札
を

行
っ
た
。
落
札
し
た
業
者
と
細
部
の
調
整
を
行
っ
た
上
で
設
営
工
事
を
行
い
、
二
〇
二
二
年
一
月
末
に
工
事
が
完
了
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。
た
だ
しCO

V
ID
-19

の
状
況
に
か
ん
が
み
て
、
第
一
期
分
・
第
二
期
分
と
も
に
当
面
は
学
内
の
希
望
者
の
み
の
観

覧
に
限
定
し
て
い
る
。
フ
ジ
イ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
が
二
〇
二
二
年
五
月
に
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
を
予
定
し
て
お
り
、「
常
設
展

九
州

大
学
の
歴
史
」
も
こ
れ
に
あ
わ
せ
て
学
外
者
へ
の
公
開
を
開
始
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
る
。

（
3
）
準
備
状
況
と
展
示
の
概
要

第
一
期
は
、
第
一
章
〜
第
五
章
を
ギ
ャ
ラ
リ
ー
内
に
設
置
、
第
二
期
を
第
六
章
〜
第
一
一
章
と
し
、
展
示
コ
ー
ナ
ー
に
割
り
当

九州大学大学文書館における展示活動と自校史常設展示の開始

21



て
た
。
以
下
、
具
体
的
な
準
備
作
業
の
経
過
と
、
展
示
内
容
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。
た
だ
し
、
本
稿
執
筆
時
点
で
は
第
二
期
の
準

備
中
で
あ
る
た
め
、
第
一
期
分
の
内
容
に
留
ま
る
こ
と
、
後
述
す
る
よ
う
に
年
二
回
程
度
の
展
示
品
の
一
部
入
れ
替
え
を
予
定
し

て
い
る
こ
と
を
お
断
り
す
る
。

ま
ず
、
準
備
状
況
に
つ
い
て
。
ギ
ャ
ラ
リ
ー
内
に
は
、
ウ
ォ
ー
ル
ケ
ー
ス
二
台
の
ほ
か
、
覗
き
ケ
ー
ス
、
行
灯
ケ
ー
ス
が
常
備

さ
れ
、
こ
れ
ま
で
物
品
や
写
真
を
用
い
た
展
示
に
利
用
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
（
表
2
）。
文
書
館
の
資
料
は
、
大
半
が
大
学

運
営
に
関
わ
る
も
の
、
形
態
と
し
て
は
簿
冊
等
の
文
書
類
が
中
心
で
あ
り
、
ま
た
年
代
に
よ
り
、
資
料
の
残
存
数
や
種
類
に
偏
り

も
あ
る
。
し
か
し
来
観
者
の
興
味
を
引
く
た
め
に
は
、
写
真
や
図
面
、
物
品
な
ど
多
様
な
資
料
を
使
用
し
な
が
ら
、
工
夫
し
て

「
通
史
」
を
見
せ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
常
設
展
は
基
本
的
に
展
示
替
え
を
行
わ
な
い
想
定
で
、
熟
考
し
て
作
成
す
る
の
が
理
想

で
あ
る
が
、
具
体
的
な
作
業
開
始
か
ら
第
一
期
公
開
ま
で
実
質
三
ヶ
月
弱
と
い
う
、
限
ら
れ
た
期
間
で
準
備
す
る
た
め
の
工
夫
が

求
め
ら
れ
た
。
全
体
の
配
置
は
、
歴
史
的
に
貴
重
で
か
つ
見
栄
え
の
よ
い
創
立
期
の
資
料
を
ウ
ォ
ー
ル
ケ
ー
ス
に
、
残
り
の
章
は

覗
き
ケ
ー
ス
に
割
り
当
て
、
左
回
り
に
年
代
を
追
う
よ
う
に
し
た
（
後
掲
図
3
）。
残
存
資
料
の
少
な
い
第
五
章
は
、
ギ
ャ
ラ

リ
ー
中
央
に
新
規
の
壁
面
を
設
置
し
、
そ
の
周
囲
に
覗
き
ケ
ー
ス
と
行
灯
ケ
ー
ス
を
設
置
し
た
。

制
作
物
に
関
し
て
は
、
各
サ
イ
ン
類
（
入
口
タ
イ
ト
ル
・
章
タ
イ
ト
ル
・
章
解
説
）
の
制
作
を
業
者
に
依
頼
し
、
写
真
パ
ネ
ル

と
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
は
、
文
書
館
側
で
自
作
し
た
。
結
果
と
し
て
、
少
々
の
費
用
削
減
と
、
開
始
直
前
ま
で
内
容
検
討
の

時
間
が
確
保
で
き
た
ほ
か
、
開
場
後
も
修
正
・
差
し
替
え
が
容
易
と
な
っ
た
。
ま
た
、
観
覧
者
動
線
と
展
示
動
線
を
一
致
さ
せ
る

上
で
、
サ
イ
ン
類
の
デ
ザ
イ
ン
と
配
置
も
重
要
で
あ
る
。
業
者
依
頼
分
の
パ
ネ
ル
に
つ
い
て
は
、
各
章
で
文
書
館
側
が
選
定
し
た

写
真
を
基
に
デ
ザ
イ
ン
し
て
も
ら
っ
た
ほ
か
、
九
大
カ
ラ
ー
を
共
通
で
使
用
し
、
会
場
全
体
の
統
一
感
を
演
出
し
た
。
章
タ
イ
ト

ル
は
、
木
工
パ
ネ
ル
に
塩
ビ
出
力
貼
り
で
作
成
、
ピ
ク
チ
ャ
ー
レ
ー
ル
を
使
用
し
、
章
の
境
目
を
強
調
で
き
る
よ
う
に
し
た
。
そ
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の
ほ
か
留
意
点
と
し
て
、
資
料
は
事
前
に
全
頁
ス
キ
ャ
ニ
ン
グ
か
写
真
撮
影
を
行
い
、
閲
覧
希
望
者
に
デ
ー
タ
を
提
供
で
き
る
よ

う
に
し
た
。

以
下
、
章
・
項
目
ご
と
に
そ
の
概
要
を
説
明
す
る
。

ア
イ
キ
ャ
ッ
チ
展
示

ギ
ャ
ラ
リ
ー
入
口
か
ら
正
面
に
、
旧
工
学
部
本
館
三
階
休
憩
室
用
金
属
製
六
角
シ
ャ
ン
デ
リ
ア
を
行
灯
ケ
ー
ス
に
設
置
し
た
。

入
口
を
覗
い
た
来
観
者
の
注
意
を
引
く
と
と
も
に
、
精
巧
な
造
形
を
四
方
か
ら
鑑
賞
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
一
章
「
創
立
前
史
」

「
賛
生
館
か
ら
県
立
福
岡
病
院
へ
」：

九
大
の
前
身
は
、
一
八
六
七
年
開
設
の
藩
校
賛
生
館
か
ら
始
ま
り
、
県
立
福
岡
医
院
、
県

立
福
岡
医
学
校
、
県
立
福
岡
病
院
と
続
く
。
こ
の
章
で
は
、
福
岡
医
学
校
の
教
員
と
し
て
招
聘
さ
れ
、
の
ち
京
都
帝
国
大
学
福
岡

医
科
大
学
初
代
学
長
と
な
る
大
森
治
豊
と
、
小
児
科
部
長
と
し
て
県
立
福
岡
病
院
に
赴
任
し
、
福
岡
医
科
大
学
小
児
科
講
座
初
代

教
授
と
な
る
伊
東
佑
彦
の
関
係
資
料
に
加
え
、
学
生
の
医
学
校
卒
業
証
書
と
報
賞
状
を
展
示
し
た
。

「
京
都
帝
国
大
学
福
岡
医
科
大
学
の
創
設
」：
一
九
〇
三
年
に
京
都
帝
国
大
学
福
岡
医
科
大
学
が
創
設
さ
れ
た
。
こ
こ
で
は
、
小

野
寺
直
助
（
一
九
一
七
年
に
九
州
帝
国
大
学
医
学
部
第
三
内
科
教
授
、
の
ち
附
属
医
院
長
・
医
学
部
長
）
の
福
岡
医
科
大
学
卒
業

証
書
お
よ
び
恩
賜
の
銀
時
計
と
、「
福
岡
医
科
大
学
各
診
療
室
及
附
属
家
新
築
建
図
」（
一
九
〇
七
年
一
一
月
竣
工
）
を
中
心
に
置

い
た
。
医
科
大
学
時
代
の
建
築
図
面
は
、
彩
色
が
施
さ
れ
て
い
る
も
の
が
多
数
現
存
し
て
い
る
が
、
実
物
の
出
品
は
初
め
て
と
な

る
。

第
二
章
「
九
州
帝
国
大
学
の
創
立
」

「
工
科
大
学
の
創
設
」：

こ
こ
で
は
、
一
九
一
〇
年
一
二
月
に
設
置
が
公
布
さ
れ
た
九
州
帝
国
大
学
工
科
大
学
に
関
す
る
資
料
を
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ギャラリー入口

図
3
第
一
期
展
示
平
面
配
置
図
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展
示
し
た
。
壁
面
に
は
工
科
大
学
本
館
建
図
を
設
置
、
床
面
に
は
平
面
図
を
置
き
、
ア
ル
バ
ム
と
写
真
パ
ネ
ル
、
採
鉱
学
科
の
実

習
報
告
書
を
展
示
し
た
。
な
お
、
実
習
報
告
書
は
現
在
で
は
閉
山
と
な
っ
て
い
る
鉱
山
の
も
の
が
多
く
、
貴
重
な
資
料
と
な
っ
て

い
る
。

「
九
州
帝
国
大
学
の
創
立
」：

一
九
一
一
年
に
、
九
州
帝
国
大
学
は
新
設
の
工
科
大
学
に
京
都
帝
国
大
学
か
ら
移
管
さ
れ
た
医
科

大
学
を
加
え
て
創
立
さ
れ
た
。
初
代
総
長
に
は
山
川
健
次
郎
（
日
本
最
初
の
理
学
博
士
、
元
東
京
帝
国
大
学
総
長
）
が
就
任
し

た
。
こ
こ
で
は
山
川
関
係
の
写
真
パ
ネ
ル
三
点
と
、
総
長
訓
示
式
辞
の
ほ
か
、『
九
州
帝
国
大
学
時
報
』
第
一
号
、
最
初
の
評
議

会
記
録
と
学
位
綴
な
ど
、
大
学
創
立
初
期
の
文
書
類
を
展
示
し
た
。
ま
た
卒
業
生
の

写
真
と
、
卒
業
式
の
式
次
第
・
答
辞
な
ど
を
公
開
し
、
設
立
当
初
の
理
念
・
権
威
性

と
校
風
が
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
し
た
。

第
三
章
「
九
州
帝
国
大
学
の
発
展
」

「
農
学
部
の
創
設
」：

九
州
帝
国
大
学
で
は
将
来
の
農
科
大
学
創
設
を
目
指
し
、
一

九
一
二
年
に
朝
鮮
・
樺
太
に
演
習
林
を
設
置
、
一
九
一
九
年
に
農
学
部
と
し
て
創
設

さ
れ
た
。
こ
こ
で
は
、『
農
学
部
要
覧
』
の
ほ
か
、
朝
鮮
・
台
湾
・
樺
太
・
糟
屋
各

演
習
林
の
各
概
要
を
中
心
に
し
て
、
教
室
・
実
験
室
の
写
真
と
、
一
九
二
一
年
に
設

置
さ
れ
た
附
属
農
場
の
牛
乳
瓶
を
置
い
た
。
覗
き
ケ
ー
ス
外
の
壁
面
に
は
、
農
学
部

構
内
空
撮
の
ほ
か
、
戦
前
期
農
学
部
の
写
真
パ
ネ
ル
を
虫
ピ
ン
で
固
定
し
て
展
示
し

た
。「

法
文
学
部
の
創
設
」：

法
文
学
部
は
一
九
二
四
年
創
設
さ
れ
た
。
第
一
回
入
学
生

図 4 アイキャッチ展示
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に
は
九
大
最
初
の
女
子
学
生
二
名
も
含
ま
れ
て
い
る
。
壁
面
に
吊
し
た
法
文
学
部
本

館
（
一
九
二
六
年
竣
工
）
の
設
計
図
を
メ
イ
ン
に
、
そ
の
下
に
写
真
を
設
置
し
た
。

覗
き
ケ
ー
ス
に
は
、
初
代
学
部
長
美
濃
部
達
吉
筆
の
女
子
入
学
者
に
つ
い
て
の
書
簡

の
ほ
か
、
法
文
学
部
概
況
と
講
義
題
目
、
竣
工
当
初
の
附
属
図
書
館
外
観
お
よ
び
閲

覧
室
と
、
教
官
の
写
真
パ
ネ
ル
を
一
緒
に
置
い
た
。

「
福
岡
高
等
学
校
の
創
立
」：

高
等
教
育
機
関
増
設
計
画
の
一
環
と
し
て
、
一
九
二

一
年
に
福
岡
市
大
坪
町
（
九
州
大
学
旧
六
本
松
地
区
）
に
福
岡
高
等
学
校
が
創
立
さ

れ
、
九
州
・
東
京
・
京
都
を
は
じ
め
と
す
る
各
帝
国
大
学
に
毎
年
多
数
の
卒
業
生
が

進
学
し
た
（
一
九
四
九
年
に
新
制
九
州
大
学
に
包
括
さ
れ
第
一
分
校
に
な
る
）。
壁

面
に
、
開
校
記
念
式
典
・
本
館
・
福
高
生
の
写
真
パ
ネ
ル
を
設
置
し
、
覗
き
ケ
ー
ス

内
に
は
『
福
岡
高
等
学
校
一
覧
』
と
、
評
議
員
会
会
議
録
、
初
代
学
校
長
秋
吉
音
治

の
写
真
、
校
友
会
雑
誌
と
教
科
書
類
を
展
示
し
た
。

「
戦
前
期
の
国
際
交
流
」：

こ
こ
で
は
、
中
国
を
は
じ
め
、
朝
鮮
・
台
湾
出
身
者
な
ど
の
ア
ジ
ア
地
域
か
ら
の
留
学
生
に
つ
い
て

と
、
来
学
し
た
外
国
の
著
名
人
の
資
料
を
扱
っ
た
。
壁
面
に
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
来
学
時
（
一
九
二
二
年
一
〇
月
）
の
集
合
写

真
、
若
き
日
の
郭
沫
若
が
写
る
医
学
部
生
集
合
写
真
、
医
学
部
の
女
子
留
学
生
の
写
真
を
設
置
し
た
。
ケ
ー
ス
内
に
は
孫
文
来
学

時
の
歓
迎
会
（
一
九
一
三
年
三
月
）
の
写
真
と
、
孫
文
揮
毫
の
医
科
大
学
卒
業
ア
ル
バ
ム
な
ど
を
並
べ
た
。

第
四
章
「
戦
時
期
の
九
州
帝
国
大
学
」

第
四
章
は
、
ガ
ラ
ス
張
り
壁
面
の
前
に
覗
き
ケ
ー
ス
を
設
置
す
る
配
置
と
な
る
た
め
、
壁
面
へ
の
パ
ネ
ル
固
定
と
、
ピ
ク

図 5 第 2章「九州帝国大学の創立」
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チ
ャ
ー
レ
ー
ル
の
使
用
は
不
可
と
な
っ
た
。
代
わ
り
に
、
覗
き
ケ
ー
ス
蓋
部
分
の
縁
に
、
章
解
説
と
写
真
パ
ネ
ル
を
立
て
か
け
て

固
定
し
た
。

「
理
学
部
の
創
設
」：

理
学
部
に
つ
い
て
は
、
麻
生
太
賀
吉
ほ
か
地
元
財
界
か
ら
の
寄
附
が
大
き
な
力
と
な
り
、
一
九
三
九
年
四

月
に
設
置
さ
れ
た
。
蓋
上
に
写
真
二
点
を
設
置
し
、
ケ
ー
ス
内
に
麻
生
太
賀
吉
と
理
学
部
創
設
期
の
教
官
の
集
合
写
真
を
、
寄
附

払
込
年
割
書
と
と
も
に
置
い
た
。
そ
の
ほ
か
、
創
設
関
係
の
庶
務
掛
の
書
類
、
名
古
屋
帝
国
大
学
初
代
総
長
澁
澤
元
治
の
祝
辞
な

ど
を
展
示
し
た
。

「
久
留
米
高
等
工
業
学
校
の
創
立
」：

一
九
三
九
年
五
月
、
工
業
技
術
者
の
不
足
を

補
う
た
め
、
久
留
米
高
等
工
業
学
校
が
久
留
米
市
小
森
野
町
に
創
設
さ
れ
た
（
の
ち

九
州
大
学
第
二
分
校
と
な
る
）。
久
留
米
高
等
工
業
学
校
に
つ
い
て
は
、
当
館
所
蔵

資
料
す
べ
て
が
文
書
資
料
で
あ
り
、
展
示
資
料
と
し
て
適
用
で
き
る
も
の
は
少
な

か
っ
た
。
覗
き
ケ
ー
ス
一
台
に
一
項
目
を
割
り
当
て
る
構
成
が
基
本
で
あ
る
が
、
こ

の
項
目
は
日
誌
二
点
と
写
真
パ
ネ
ル
三
点
を
、
ケ
ー
ス
内
の
三
分
の
二
の
範
囲
に
ま

と
め
、
残
り
三
分
の
一
に
は
「
学
徒
出
陣
・
学
徒
動
員
」
の
資
料
を
置
い
た
。

「
学
徒
出
陣
・
学
徒
動
員
」：

一
九
三
八
年
か
ら
始
ま
っ
た
学
徒
勤
労
動
員
と
、
一

九
四
三
年
以
降
の
「
学
徒
出
陣
」
を
扱
う
。
こ
の
内
容
に
関
し
て
は
、
来
場
者
の
関

心
が
特
に
高
い
こ
と
が
予
想
さ
れ
た
た
め
、『
防
空
演
習
関
係
書
類
綴
』
等
大
学
側

で
作
成
し
た
文
書
類
だ
け
で
は
な
く
、「
九
大
報
国
隊
」
の
腕
章
、
学
徒
出
陣
者
の

日
記
、
学
徒
出
陣
の
た
め
繰
り
上
げ
で
発
行
さ
れ
た
卒
業
証
書
な
ど
、
個
人
寄
贈
の

図 6 第 4章「戦時期の九州帝国大学」
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資
料
を
多
く
出
品
す
る
こ
と
で
、
当
時
の
学
生
の
状
況
が
伝
わ
る
よ
う
に
し
た
。『
九
大
新
聞
』
学
徒
出
陣
特
集
号
（
一
九
四
三

年
一
〇
月
発
行
）
は
、
内
容
を
読
め
る
よ
う
に
、
Ａ
1
に
拡
大
印
刷
し
て
設
置
し
た
。

第
五
章
「
新
制
九
州
大
学
の
発
足
」

「
新
制
九
州
大
学
の
発
足
」：

一
九
四
九
年
五
月
、
学
制
改
革
に
よ
り
新
制
九
州
大
学
が
発
足
、
旧
制
の
九
州
大
学
・
福
岡
高
等

学
校
・
久
留
米
工
業
専
門
学
校
が
九
大
に
包
括
さ
れ
、
一
九
五
三
年
に
新
制
の
大
学
院
も
発
足
し
た
。
こ
の
章
で
は
、
九
州
帝
国

大
学
と
新
制
九
州
大
学
の
卒
業
証
書
を
メ
イ
ン
に
展
示
し
た
。
こ
の
年
代
は
写
真
資
料
も
少
な
い
た
め
、「
昭
和
二
十
四
年
度
新

制
九
州
大
学
入
学
志
願
者
心
得
」
の
複
製
を
フ
レ
ー
ム
に
入
れ
て
壁
面
に
設
置
し
た
。

「
教
育
学
部
の
創
設
」：
新
制
九
州
大
学
発
足
に
先
立
ち
、
法
文
学
部
は
法
・
経
済
・
文
の
三
学
部
に
分
か
れ
、
さ
ら
に
新
制
大

学
発
足
に
あ
わ
せ
て
、
教
育
学
部
が
創
設
さ
れ
た
。
こ
の
章
は
、
前
項
よ
り
も
さ
ら
に
写
真
、
物
品
が
乏
し
い
た
め
、
幅
の
狭
い

行
灯
ケ
ー
ス
を
割
り
当
て
た
。
床
面
に
『
米
国
人
文
科
学
顧
問
団
記
録
』
と
、
概
算
要
求
文
書
の
複
製
パ
ネ
ル
を
設
置
し
、
四
方

ガ
ラ
ス
囲
い
の
一
面
を
黒
塗
り
ボ
ー
ド
で
潰
し
て
壁
面
と
し
て
利
用
し
、
そ
こ
に
章
解
説
パ
ネ
ル
と
写
真
二
点
を
貼
り
付
け
た
。

「
分
校
の
設
置
と
統
合
」：

こ
こ
で
は
、
第
一
分
校
（
旧
制
福
岡
高
等
学
校
）・
第
二
分
校
（
旧
制
久
留
米
工
業
専
門
学
校
）・
第

三
分
校
（
旧
西
部
第
四
十
八
部
隊
跡
久
留
米
市
）
の
関
係
資
料
を
展
示
し
た
。
壁
面
に
写
真
を
設
置
、
ほ
か
「
九
州
大
学
福
岡
高

等
学
校
」
の
標
札
（
一
九
四
九
年
度
の
第
一
分
校
に
は
「
九
州
大
学
福
岡
高
等
学
校
」
と
改
称
さ
れ
た
旧
制
福
岡
高
等
学
校
が
同

居
、
翌
年
廃
校
と
な
っ
た
）、
福
高
最
後
の
記
念
祭
と
な
る
創
立
二
七
周
年
記
念
祭
の
写
真
と
、
芸
術
祭
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
を
展

示
し
た
。
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（
4
）
展
示
開
始
と
反
響

前
述
の
よ
う
に
、「
常
設
展

九
州
大
学
の
歴
史
」
の
開
始
はCO
V
ID
-19

流
行
の
た
め
、
当
初
の
予
定
か
ら
大
き
く
変
更
さ

れ
た
。
二
〇
二
一
年
一
一
月
現
在
に
お
い
て
も
見
学
は
学
内
者
に
限
り
、
か
つ
予
約
制
と
し
て
い
る
た
め
、
展
示
へ
の
反
響
と
呼

べ
る
も
の
は
未
だ
い
た
だ
け
る
状
況
に
な
い
。
た
だ
し
二
〇
二
一
年
度
秋
学
期
に
開
講
さ
れ
て
い
る
自
校
史
教
育
「
九
州
大
学
の

歴
史
Ⅰ
」
に
あ
わ
せ
て
、
担
当
教
員
の
赤
司
が
受
講
生
を
対
象
と
し
た
展
示
見
学
会
を
四
回
開
催
し
、
展
示
担
当
の
中
村
が
解
説

を
行
っ
た
。
ま
た
展
示
解
説
を
し
な
い
も
の
の
、
日
時
を
指
定
し
て
学
生
に
自
由
に
見
学
で
き
る
よ
う
な
期
間
を
設
け
た
。
見
学

し
た
学
生
に
は
任
意
で
展
示
に
関
す
る
コ
メ
ン
ト
を
提
出
し
て
も
ら
っ
た
た
め
、
こ
こ
で
は
い
く
つ
か
を
紹
介
す
る
こ
と
で
自
校

史
展
示
開
始
へ
の
反
響
に
代
え
た
い
。

学
生
た
ち
の
大
半
は
、「
常
設
展

九
州
大
学
の
歴
史
」
を
見
た
こ
と
で
、
九
大
の
歴
史
的
概
要
を
つ
か
み
、
そ
れ
に
よ
っ
て

現
在
の
自
分
と
の
つ
な
が
り
を
持
つ
こ
と
が
で
き
た
と
感
じ
た
よ
う
で
あ
る
。
見
学
し
た
学
生
の
多
く
は
、
大
学
本
体
や
各
学
部

創
設
期
に
お
け
る
立
役
者
や
寄
附
者
、
地
域
社
会
の
人
び
と
の
熱
意
に
、
文
字
・
写
真
資
料
を
通
じ
て
触
れ
、
あ
ら
た
め
て
母
校

へ
の
誇
り
や
さ
ら
な
る
学
習
意
欲
の
高
ま
り
な
ど
を
感
じ
た
。
と
り
わ
け
学
生
た
ち
の
反
応
の
中
で
重
要
に
思
え
る
の
は
、
学
生

た
ち
が
過
去
に
共
感
し
、
そ
こ
か
ら
刺
激
を
受
け
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。「
戦
争
に
行
く
前
日
の
生
徒
の
日
記
や
学
園
祭
の
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
な
ど
、
当
時
の
実
際
の
文
章
に
触
れ
る
こ
と
で
、
九
大
に
も
過
去
が
あ
り
、
そ
こ
で
学
生
生
活
を
送
っ
た
人
々
が
い
る

こ
と
を
よ
り
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
」（
法
学
部
一
年
生
）
と
い
う
コ
メ
ン
ト
は
、
素
朴
な
感
想
で
は
あ
る
も
の
の
ま
さ
に
そ
れ

を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、「
戦
争
に
人
生
を
左
右
さ
れ
学
生
は
満
足
に
学
ぶ
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
状
況
に
憤
り
を
覚
え
た
。
そ

う
い
っ
た
時
代
と
比
べ
れ
ば
ず
っ
と
恵
ま
れ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
現
在
は
違
っ
た
理
由
か
ら
思
う
よ
う
な
学
生
生
活
を
送
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29



れ
て
い
な
い
こ
と
も
あ
り
少
な
か
ら
ず
共
感
で
き
た
」（
文
学
部
一
年
生
）
と
い
っ
た
コ
メ
ン
ト
も
同
様
で
、
学
生
た
ち
の
目
線

は
か
つ
て
の
学
生
へ
の
共
感
か
ら
思
索
を
始
め
る
こ
と
が
わ
か
る
。

次
に
紹
介
す
る
コ
メ
ン
ト
は
、
自
校
史
展
示
の
効
果
を
雄
弁
に
物
語
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

九
州
大
学
百
周
年
記
念
事
業
と
い
う
言
葉
を
所
々
で
聞
く
た
め
に
、
自
ら
が
身
を
置
く
大
学
に
一
〇
〇
年
を
超
え
る
歴
史
の

蓄
積
が
あ
る
こ
と
を
知
識
と
し
て
は
知
り
つ
つ
も
、
こ
と
入
学
当
初
か
ら
移
転
後
ま
も
な
い
伊
都
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
み
大
学

生
活
を
送
っ
て
き
た
我
々
学
生
に
と
っ
て
、「
九
州
大
学
の
歴
史
」
を
肌
で
感
じ
る
機
会
は
そ
う
多
く
な
い
。
戦
前
か
ら
残

る
人
物
は
も
ち
ろ
ん
建
造
物
や
資
料
も
生
活
の
場
に
は
存
在
し
な
か
っ
た
。
久
山
町
に
お
け
る
疫
学
研
究
や
農
学
部
の
カ
イ

コ
研
究
な
ど
、
個
々
の
研
究
に
つ
い
て
の
言
及
は
基
幹
教
育
の
授
業
等
を
通
じ
て
幾
ら
か
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
飽
く
ま
で
九

大
の
中
の
一
部
で
行
わ
れ
て
き
た
個
々
の
事
象
を
知
る
に
留
ま
っ
て
お
り
、
木
は
見
え
て
も
森
は
見
え
て
い
な
い
と
い
う
状

態
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
う
。〔
中
略
〕
帝
国
大
学
設
置
の
流
れ
や
戦
時
の
学
生
に
と
っ
て
生
き
に
く
い
状
況
の
中
で
、
大
学

が
ど
の
よ
う
な
変
化
を
辿
っ
た
の
か
、
自
ら
の
大
学
・
学
部
は
ど
う
い
っ
た
下
地
を
経
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
の
か
、
肌
感

覚
を
持
つ
き
っ
か
け
に
な
る
展
示
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
う
。（
文
学
部
三
年
生
）

入
学
以
来
、
自
ら
の
大
学
に
関
す
る
断
片
的
な
知
識
が
蓄
積
さ
れ
る
一
方
で
、
大
半
の
学
生
た
ち
は
そ
れ
が
全
体
と
し
て
何
を

意
味
し
、
自
分
た
ち
と
ど
の
よ
う
に
関
わ
る
の
か
が
よ
く
わ
か
ら
な
い
の
が
一
般
的
で
あ
ろ
う
。
自
校
史
を
概
観
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
学
生
自
ら
と
断
片
的
な
大
学
に
関
す
る
知
識
が
結
び
付
き
、
母
校
と
自
ら
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
接
続
す
る
契
機
と

な
っ
た
と
す
る
こ
の
コ
メ
ン
ト
は
、
ま
さ
に
当
館
が
自
校
史
展
示
を
企
画
し
た
狙
い
に
見
事
に
は
ま
っ
て
く
れ
た
う
れ
し
い
も
の
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で
あ
る
。

ま
た
間
近
に
歴
史
資
料
を
見
た
こ
と
に
よ
り
、
資
料
保
存
や
管
理
の
問
題
、
資
料
が
現
在
に
ま
で
残
っ
て
い
る
こ
と
の
意
義
、

さ
ら
に
は
資
料
の
活
用
に
つ
い
て
等
を
考
え
る
機
会
に
も
な
っ
た
学
生
も
い
た
こ
と
は
興
味
深
い
。
た
と
え
ば
「
展
示
品
全
体
を

通
し
て
、
何
十
年
も
経
っ
た
古
び
た
様
子
が
時
代
を
感
じ
さ
せ
、
よ
り
歴
史
が
身
に
染
み
た
が
、
現
在
は
災
害
や
事
故
に
よ
る
紛

失
な
ど
を
防
止
す
る
た
め
に
デ
ー
タ
に
入
れ
て
保
存
し
て
い
る
と
い
う
話
を
聞
い
た
。
古
い
紙
の
状
態
を
目
に
す
る
こ
と
で
感
じ

る
も
の
が
あ
る
と
今
回
の
展
示
で
気
づ
か
さ
れ
た
の
で
、
実
物
は
紛
失
さ
れ
て
い
る
が
、
デ
ー
タ
は
残
っ
て
い
る
場
合
、
ど
の
よ

う
な
方
法
で
展
示
を
す
る
の
か
気
に
な
っ
た
」（
文
学
部
一
年
生
）
と
い
う
コ
メ
ン
ト
で
あ
る
が
、
他
に
も
「
そ
れ
ぞ
れ
の
管
理

が
難
し
い
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
は
、
品
々
の
様
子
か
ら
感
じ
ら
れ
た
。
薄
い
紙
き
れ
の
よ
う
な
も
の
が
価
値
を
有
し
、
か
つ
も

ろ
さ
を
持
つ
中
で
、
保
存
と
い
う
役
割
は
欠
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
。〔
中
略
〕
現
在
の
視
点
か
ら
見
れ
ば
、
自
分
が
普
段
使
っ

て
い
る
、
ま
た
は
も
ら
っ
た
物
品
の
一
つ
一
つ
は
日
常
的
な
、
何
も
歴
史
的
な
も
の
で
な
い
は
ず
だ
。
そ
れ
が
時
を
経
た
瞬
間
、

先
述
の
価
値
を
持
つ
。
そ
れ
を
し
ら
な
い
た
め
に
、
昔
の
人
は
い
ら
な
く
な
っ
た
り
し
た
ら
そ
の
も
の
を
ゴ
ミ
に
出
す
、
つ
ま
り

現
代
か
ら
し
た
ら
資
料
に
な
り
う
る
も
の
を
捨
て
る
。
そ
う
い
っ
た
こ
と
を
、
残
っ
て
い
る
展
示
品
の
少
な
さ
か
ら
感
じ
ら
れ

た
」（
法
学
部
一
年
生
）
と
い
う
感
想
は
、
学
生
た
ち
が
自
校
史
展
示
か
ら
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
重
要
性
に
気
づ
き
を
得
た
こ
と
を

示
し
て
い
る
。

繰
り
返
し
に
な
る
が
、
以
上
で
紹
介
し
た
「
常
設
展

九
州
大
学
の
歴
史
」
へ
の
反
響
は
、
自
校
史
教
育
「
九
州
大
学
の
歴
史

Ⅰ
」
を
受
講
し
て
い
る
学
部
一
・
二
年
生
を
中
心
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
今
後
、
講
義
が
進
め
ば
、
あ
ら
た
め
て
展
示
を
見
に
来

た
い
と
い
う
者
も
少
な
く
な
か
っ
た
。
ま
た
一
般
公
開
後
に
訪
れ
る
で
あ
ろ
う
卒
業
生
た
ち
の
視
点
は
現
役
の
学
生
と
は
全
く
異

な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
機
会
を
見
つ
け
て
、
第
二
期
展
示
や
全
体
を
通
し
て
の
反
響
に
つ
い
て
も
紹
介
し
た
い
。
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お
わ
り
に

以
上
、
九
州
大
学
大
学
文
書
館
に
お
け
る
展
示
活
動
と
、
二
〇
二
一
年
度
に
新
た
に
開
始
し
た
「
常
設
展

九
州
大
学
の
歴

史
」
つ
い
て
、
そ
の
経
緯
や
内
容
を
紹
介
し
た
。
も
と
も
と
当
館
は
専
用
の
展
示
室
を
持
た
な
い
も
の
の
積
極
的
な
展
示
活
動
を

行
っ
て
お
り
、
そ
う
し
た
活
動
が
新
し
く
開
始
し
た
自
校
史
常
設
展
示
に
つ
な
が
っ
て
い
っ
た
。
こ
う
し
た
経
緯
は
他
大
学
の
自

校
史
常
設
展
示
に
つ
い
て
も
同
様
の
場
合
が
多
い
で
あ
ろ
う
。

一
方
で
、
展
示
以
外
の
用
途
の
た
め
に
つ
く
ら
れ
た
場
所
を
展
示
室
に
改
造
し
た
例
は
少
な
く
な
い
で
あ
ろ
う
が
、「
常
設
展

九
州
大
学
の
歴
史
」
の
よ
う
に
、
全
学
的
な
展
示
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
つ
く
ら
れ
た
場
所
を
、
そ
の
ま
ま
自
校
史
常
設
展
示
の
会
場

と
し
た
と
い
う
例
は
少
な
い
の
で
は
な
い
か
。
か
つ
、
そ
の
展
示
ス
ペ
ー
ス
が
性
格
を
異
に
す
る
二
つ
の
部
分
に
分
か
れ
て
い
る

こ
と
も
あ
っ
て
、
設
営
お
よ
び
公
開
開
始
時
期
を
二
回
に
分
け
る
必
要
が
あ
っ
た
こ
と
も
、
類
例
は
あ
ま
り
な
い
で
あ
ろ
う
。
ま

た
、CO

V
ID
-19

と
い
う
一
種
の
災
害
に
見
舞
わ
れ
な
が
ら
準
備
を
進
め
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
や
、
予
定
し
て
い
た
公
開
開

始
時
期
を
感
染
状
況
等
に
よ
っ
て
幾
度
も
遅
ら
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
も
、
こ
の
常
設
展
の
特
異
な
点
で
あ
る
。

今
後
の
方
針
と
し
て
は
、
年
二
回
程
度
の
展
示
品
入
れ
替
え
を
行
う
こ
と
で
、
資
料
の
保
護
を
行
う
と
と
も
に
、
観
覧
者
が
新

た
な
資
料
に
接
す
る
機
会
を
持
て
る
よ
う
に
す
る
予
定
で
あ
る
。
今
回
は
断
念
し
た
年
表
と
映
像
の
コ
ー
ナ
ー
に
つ
い
て
も
、
い

ず
れ
予
算
を
獲
得
し
て
実
現
を
期
し
た
い
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た
小
規
模
展
示
に
つ
い
て
も
継
続
し
、
機
会
が
あ
れ
ば

企
画
展
も
行
い
た
い
と
考
え
て
い
る
。

こ
う
し
た
方
針
や
展
望
を
持
っ
て
い
る
が
、
何
よ
り
も
重
要
な
の
は
、
コ
ロ
ナ
禍
が
収
束
し
、
誰
も
が
自
由
に
展
示
を
観
覧
で
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き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
で
あ
る
。
九
大
は
国
内
だ
け
で
な
く
海
外
か
ら
の
訪
問
者
が
も
と
も
と
多
数
あ
っ
た
が
、CO

V
ID
-19

の

た
め
に
学
外
か
ら
の
訪
問
者
は
ほ
と
ん
ど
い
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
様
々
な
属
性
を
持
つ
訪
問
者
が
以
前
の
よ
う
に
多
数
来
学

し
、
当
館
の
展
示
を
観
覧
し
て
い
た
だ
け
る
日
が
来
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。
伊
都
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て
は
本
稿
で
も
登
場
し

た
フ
ジ
イ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
ほ
か
、
各
部
局
等
が
行
っ
て
い
る
展
示
も
あ
り
、
そ
う
し
た
展
示
を
め
ぐ
る
回
遊
性
を
実
現
で
き
れ

ば
、「
常
設
展

九
州
大
学
の
歴
史
」
の
価
値
も
よ
り
高
ま
る
と
考
え
て
い
る
。

本
稿
で
紹
介
し
て
き
た
こ
と
が
今
後
自
校
史
展
示
の
開
始
を
検
討
し
て
い
る
各
大
学
等
の
参
考
に
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

注（
1
）
当
館
の
沿
革
に
つ
い
て
詳
細
は
、『
九
州
大
学
百
年
史
』
第
七
巻
部
局
史
編
Ⅳ
第
四
七
編
「
大
学
文
書
館
」（https://catalog.lib.kyushu-

u.ac.jp/opac_dow
nload_m

d/1801803/chapter_47.pdf

）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
2
）
一
九
九
八
年
、
国
立
大
学
と
し
て
は
最
初
の
試
み
と
な
っ
た
講
義
「
九
州
大
学
の
歴
史
」
を
開
始
し
た
。
翌
年
に
は
リ
レ
ー
講
義
形
式

の
「
大
学
と
は
な
に
か
―
―
と
も
に
考
え
る
―
―
」
も
始
ま
り
、
以
降
現
在
に
至
る
ま
で
両
講
義
は
継
続
し
て
い
る
。
と
り
わ
け
「
大
学

と
は
な
に
か
」
は
、
当
館
の
所
蔵
資
料
を
も
と
に
教
科
書
『
大
学
と
は
な
に
か
―
―
九
州
大
学
に
学
ぶ
人
々
へ
―
―
』（
新
谷
恭
明
・
折

田
悦
郎
編
、
海
鳥
社
、
二
〇
〇
二
年
）
を
刊
行
し
て
い
る
。
九
州
大
学
の
自
校
史
教
育
に
関
す
る
詳
細
は
、
折
田
悦
郎
ほ
か
「�
自
校
教

育
�
の
意
義
と
そ
の
可
能
性
を
探
る
」（『
大
学
教
育
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
』
一
一
、
二
〇
〇
六
年
）、
折
田
悦
郎
「
大
学
文
書
館
の
設
置
と

�
自
校
史
�
教
育
」（『
神
戸
大
学
史
紀
要
』
七
、
二
〇
〇
七
年
三
月
）、
同
「
九
大
の
歴
史
・
今
後
の
課
題
と
展
望
」（『
大
学
教
育
研
究

フ
ォ
ー
ラ
ム
』
一
四
、
二
〇
〇
九
年
）
を
参
照
。

（
3
）
「
九
州
大
学
大
学
文
書
館
に
お
け
る
特
定
歴
史
公
文
書
等
の
利
用
等
に
関
す
る
規
程
」（
平
成
二
二
年
度
九
大
規
程
第
一
五
三
号
。
施

行：

二
〇
一
一
年
四
月
一
日
。
最
終
改
正：

二
〇
二
一
年
八
月
四
日
（
同
年
度
九
大
規
程
第
六
八
号
））。
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（
4
）
と
り
わ
け
六
本
松
地
区
は
旧
制
福
岡
高
等
学
校
の
流
れ
を
汲
み
、
か
つ
新
入
生
が
教
養
課
程
（
旧
教
養
部
）
の
授
業
を
受
け
る
た
め
最

初
に
通
学
し
て
い
た
場
所
で
あ
り
、
卒
業
生
の
思
い
入
れ
の
強
い
キ
ャ
ン
パ
ス
で
あ
っ
た
。

（
5
）
「
記
憶
の
保
存
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
同
様
、
移
転
後
に
再
開
発
が
行
わ
れ
る
予
定
だ
っ
た
六
本
松
、
箱
崎
キ
ャ
ン
パ
ス
の
建
物
や
景
観

を
記
録
保
存
す
る
試
み
と
し
て
、
模
型
製
作
を
行
っ
た
。
な
お
こ
れ
ら
の
模
型
は
単
に
キ
ャ
ン
パ
ス
の
み
に
止
ま
ら
ず
、
そ
の
周
辺
ま
で

を
含
ん
で
い
た
こ
と
が
、
卒
業
生
ら
の
学
生
生
活
に
ま
つ
わ
る
記
憶
と
感
情
を
い
っ
そ
う
喚
起
し
た
よ
う
で
あ
る
。

（
6
）
フ
ジ
イ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
は
、
イ
フ
ジ
産
業
株
式
会
社
創
業
者
藤
井
德
夫
氏
の
寄
附
に
よ
り
建
て
ら
れ
た
展
示
施
設
で
、
総
合
研
究
博
物
館

が
運
営
し
て
い
る
。
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